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はじめに

本オーナーズマニュアル拡張版は、Mustang	GTX50	および	GTX100アンプリファーの特性および機能を完
全に網羅したユーザーズガイドです。

上記の各アンプリファーに付属する、Mustang	GTXクイックスタードガイドを補完するものとして、より深く、より
詳細に、Mustang	GTXの持つ、多種多彩な能力を掘り下げます。オンボードプリセットのナビゲーションおよびモ
ディフィケーションをはじめ、多数のアンプリファーモデルおよびエフェクトモデルの、包括的な解説を収録していま
す。Mustang	GTXのセットリスト、WiFi、Bluetooth、USB、内蔵チューナー、GTX-7	フットスイッチ、EXP-1エク
スプレッションペダルおよびループ機能の使い方について、ステップバイステップの、図解付き解説も収録していま
す。

Mustang	GTXのトーンの持つ可能性は、特にFender	Tone™アプリ (62ページ)と組み合わせれば、実質的に無
限です。Mustang	GTXのユーザーエクスペリエンスを向上させるため、ファームウェアアップデートを定期的にご
確認ください（60ページ）。	拡張版マニュアルでは、アンプリファーの最新バージョンを解説しておりますので、日々
進歩するMustang	GTXに合った、マニュアルのアップデート版も、折に触れてぜひご確認ください。

Mustang GTX100 (左) および Mustang GTX50 (右)。
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コントロールパネル
Mustang	GTXトップコントロールパネルは、インストゥルメント入力、7つのコントロールノブ、ディスプレイウィンドウ、3つのレ
イヤーボタン、エンコーダーホイール、4つのユーティリティボタン、1/8インチAUX入力および1/8インチ	ヘッドフォン出力で
構成されています。

A.	 INPUT（入力）:	こちらに楽器を接続します。

B.	GAIN（ゲイン）:	各プリセットのゲイン設定に作用する、プログラマブルコントロールノブ（3ページ参照）です。

C.	VOLUME（音量）:	各プリセットのアンプモデルの音量設定に作用する、プログラマブルコントロールノブです。

D.	TREBLE（高域）:	各プリセットの高域トーン設定に作用する、プログラマブルコントロールノブです。

E.	 MIDDLE（中域）:	各プリセットの中域トーン設定に作用する、プログラマブルコントロールノブです。

F.	 BASS（低域）:	各プリセットの低域トーン設定に作用する、プログラマブルコントロールノブです。	

G.	REVERB（リバーブ）:	各プリセットのリバーブ設定に作用する、プログラマブルコントロールノブです。

H.	MASTER	（マスター音量）:	唯一のノン-プログラマブルノブです；実際の全体音量を制御します。

I.	 ディスプレイウィンドウ:	使用中のプリセットおよびその内容とパラメーター、アンプリファーおよびエフェクトメニュー、そ
の他の機能を表示します	(例：チューナー、メニュー機能、等)。

J.	 レイヤーボタン	
プリセットレイヤー:	プリセットレイヤーをハイライトし、プリセットを選択します。	
シグナルパスレイヤー:	各プリセットの信号パスをハイライトし、アンプモデルおよびエフェクトタイプの選択と、エフェクト
の並び順を編集します。	
コントロールレイヤー:	コントロールレイヤーをハイライトし、コントロールノブ設定を編集します（マスター音量を除く）。

K.	エンコーダー:	プレススイッチ機能を持つ、多目的の回転式コントロールです。Mustang	GTX	プリセットの閲覧、選択お
よび調節、制御、その他の機能があります。

L.	 ユーティリティボタン	
X	FX:	全エフェクトをバイパスします。	
SAVE（保存）:	プリセットの編集および新規プリセットを保存します。	
MENU（メニュー）:	WiFi、Bluetooth、チューナー、グローバルEQ、クラウドプリセットおよびその他の機能にアクセスし
ます	(28ページ参照)。	
TAP/TUNER（タップ／チューナー）:	ディレイタイムおよびモジュレーションレートの設定；ホールドすると内蔵チューナ
ーにアクセスします。

M.	AUX入力、ヘッドフォン出力:	外部オーディオ機器を接続する1/8インチ	AUX入力と、ヘッドフォンを接続する1/8イン
チ出力です。ヘッドフォン出力に接続すると、内蔵スピーカーが無効になります。

HOLD FOR
TUNER
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Mustang	GTX100トップパネル図。	Mustang	GTX50	パネルも同様の機能を搭載しています。



プログラマブル	コントロールノブ	
	
重要な点として念頭に置いていただきたいのは、上述のように、トップコントロールパネルの全てのノブは、マスタ
ー音量	(H)を除き、"プログラマブル"	ノブだということです。	つまり、プリセットを最初に選択した時の、トップコント
ロールパネルノブの物理的な位置は、プリセットに含まれる、実際の設定とは基本的に異なります（実際の設定はデ
ィスプレイウィンドウに表示されます）。マスター音量コントロールのみがプログラマブルでなく、物理的な位置は常
に実際の全体音量をあらわします。プログラマブル	トップコントロールパネルノブを回すと、プリセットに含まれる、
対応するデジタルの値と物理的ノブが同期し、下図のように同じ値となります：

	

また、調節したコントロールノブ設定は、新規プリセットとして保存でき、また調節したコントロールノブ設定はオリ
ジナルプリセットに優先されることもご留意ください。調節した設定を保存しなかった場合、そのプリセットを終了す
るか、アンプリファーの電源をオフにして再度オンにすると、プリセットはあらかじめプログラムされたコントロール
ノブ設定に戻ります (詳しくは5-6ページの『プリセットの編集および保存』をご覧ください)。

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

ROCK & ROLL

背面パネル

N.	POWER（電源）:	アンプリファーの電源をオン／オフします。

O.	 IEC電源差込口:	付属の電源コードを使用し、電源インレットに記載された入力電圧および周波数に適合した接
地コンセントに接続します。

P.	USBポート:	USBオーディオ録音時に、アンプの接続ポイントとなります。

Q.	FOOTSWITCH（フットスイッチ）:	GTX-7フットスイッチまたはEXP-1エクスプレッションペダルを接続しま
す。

R.	 LINE	OUT（ライン出力）:	外部録音機器および拡声機器を接続する、バランス	ライン出力です。

S.	 FX	SEND/RETURN（エフェクトセンド／リターン）:	外部ステレオエフェクトを接続する、左／右のセンドお
よびリターン端子です。ここに接続したエフェクトは"グローバル"となり（プリセット固有ではなく）、信号パスの
最終要素として作用します。
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Mustang GTX100 背面パネルの図； Mustang GTX50の背面パネルも 同一の機能を搭載しています。



プリセットの基本

Mustang	GTXには、100以上ものプリセットが連番で搭載されており、ユーザーによりさらに作成・追加できま
す。	各プリセットには3つの"レイヤー"があり、ディスプレイウィンドウに表示されます。プリセットレイヤー（PRE-
SET	LAYER、上)、シグナルパスレイヤー（SIGNAL	PATH	LAYER、中)およびコントロールレイヤー（CON-
TROLS	LAYER、下)です;	3つのLAYERボタンで、各レイヤーにアクセスします (下図参照)。

	
	
	
	
	
	
	

プリセットレイヤーは、アンプリファーを最初にオンにした時に有効になっています；デフォルト設定は1番目のプリセ
ット（01）です。エンコーダーを回してプリセットをスクロールします（下図参照）；	表示されたプリセットが有効にな
ります。プリセットは、フットスイッチでも選択できます（40ページ参照）。

各プリセットのシグナルパスレイヤーは、Mustang	GTXに搭載された多数のアンプリファーモデルのうち1種類
と、12種以上のエフェクト、そしてその並び順で構成されています	(エフェクトが無い場合もあります)。アンプリフ
ァーモデルはシグナルパスレイヤー画面の中央に表示されます。エフェクトはアンプモデルのどちらかの隣に、信号
パス内での位置に応じて、"pre"の場合はアンプモデルの左側（アンプの前）、"post"の場合はアンプモデルの右側（
エフェクトループ内）に表示されます。エンコーダーを回してアイテムを選択します；シグナルパスレイヤーで選択し
たアイテムは、下に白いインジケーター矢印と、位置を表す文字を上に伴って表示されます (下図参照)。

(GT100, 200 ONLY) (GT100, 200 ONLY)

PRESET LAYER

SIGNAL PATH LAYER

CONTROLS LAYERREVERBBASSMIDDLEVOLUMEGAININPUT TREBLE

LAYER BUTTONS
Press to select corresponding layer

ENCODER

TWIN
REVERB

ROCK & ROLL

PRES

REVERBFUZZ

プリセットレイヤーのこの位置に最初のプリセット（01）が表示されます。

シグナルパスレイヤーで、 2つのエフェクトを伴うプリセット内のアンプモデルが選択され、
白い矢印と"AMPLIFIER"の文字が表示されます。

ROCK & ROLL

PRESGAIN BASSMIDTREBVOL

REVERBFUZZ TWIN
REVERB

AMPLIFIER
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各プリセットのコントロールレイヤー（CONTROLS	LAYER）には、シグナルパスレイヤーでハイライトされている
アンプまたはエフェクトに関する情報が表示されます。初期状態ではアンプコントロールノブ設定が表示されます(
下図参照）；エフェクトコントロール設定は、シグナルパスレイヤーでエフェクトをハイライトしている時に表示されま
す。アンプおよびエフェクトコントロールは、エンコーダーを回して選択します。
	
	

	

各プリセットはそのままで使用できます。多数の異なるアンプモデル、エフェクトタイプおよびコントロール設定を
選択できますが、各プリセットのシグナルパスレイヤーおよびコントロールレイヤー設定は、簡単に編集でき、独自
のサウンドを作成、保存できます	(次項“『プリセットの編集および保存』参照)。

プリセットはまた、異なる位置へ移動、もしくはプリセットリストから削除できます。さらに、リスト内の全てのプリセッ
トは、工場出荷時の状態へリストアできます。この機能を使用するには、『プリセットオーガナイザー』 (51ページ)を
ご覧ください。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB

AMPLIFIER

PRES

REVERBFUZZ

コントロールレイヤーのクローズアップ。ここではプリセット内のアンプ
モデルの、ゲインコントロールが選択されています。

プリセットの編集および保存

各プリセットにおいて、アンプリファーのコントロールノブ設定、アンプモデル、およびエフェクトタイプとそのパラメ
ーターは、好みに合わせて調整できます。プリセットを選択すると、プリセット番号を記載したボックスは青色で、これ
は未編集の状態であることをあらわします(下図参照)。

プリセットに編集を加えると、プリセットナンバーの書かれたボックスが赤色に変わり、「SAVE（保存）」ユーティリテ
ィボタンが点灯します(下図参照)。

TWIN
REVERB

ROCK & ROLL

PRES

REVERBFUZZ

SAVE
TWIN

REVERB

ROCK & ROLL

PRES

REVERBFUZZ
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編集した設定を保存しなかった場合、一度別のプリセットに切り替えてから再度戻ったり、アンプリファーの電源を
オフにして再度オンにすると、プリセットはそれ以前の設定に戻ります。プリセット編集を保存するには、点灯している
「SAVE（保存）」ユーティリティボタンを押し、３つの選択肢（下図参照）の中から任意のものを選びます：	"SAVE"	(
編集したプリセットを保存)、"RENAME"	(プリセットを現在の位置で、新規名称で保存します）、および	"SAVE	AS	
NEW"	(プリセットを、新規位置で、新規名称で保存)。エンコーダーを回して任意の選択肢をハイライトします；	押し
て1つを選択します。

「RENAME（名称変更）」	または「SAVE	AS	NEW（新規プリセットとして保存）」を選択した場合、新規プリセット
名を入力するには、エンコーダーを使用して、新規名称を入力します。	エンコーダーを1回押すと、カーソルが有効
になります；エンコーダーを回して文字を選択します（下図参照）。エンコーダーを再度押して文字を確定し、次の文
字も同様にして入力します。名称を入力し終わるまで繰り返します；「SAVE」ユーティリティボタンを押して新規名
称を保存するか、上部の「LAYER（レイヤー）」ボタン（画面上の指示、"back"に対応します）を押して前の画面に戻
ります。	「SAVE	AS	NEW」を選択した場合は、プリセットは次の空きポジションに保存されますのでご留意くださ
い(下図では“101”)。

お気に入りのプリセットは「FAVORITES	Setlist（フェイバリットセットリスト）」(31ページ参照)へ、素早く便利に保
存できます。また、Mustang	GTXには、プリセット用に、クラウドベースのバックアップおよびリストア機能がありま
す (56ページ)のでご記憶ください。

SAVE
SAVE

SAVE AS

RENAME

SAVE

NEW PRESET NAME 

101 back

X

プリセットアンプリファーコントロールノブ設定の編集
	

上の『コントロールパネル』の章に記載されている通り、プリセットのアンプリファーコントロールノブ設定は、トップ
パネルの物理的コントロールノブを回すことで、ユーザーによる変更が可能です(マスター音量を除く)。これによ
り、編集された物理的コントロールノブ設定と、それに対応するデジタル設定を同期します。

これらの設定は、使用しているアンプに基づいてコントロール類を表示している、コントロールレイヤー内の、デジ
タルコントロールノブの位置を編集することでも変更できます。これをおこなうには、まずレイヤーボタンを押して
コントロールレイヤーにアクセスします(下図参照)。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB

AMPLIFIER

PRES

REVERBFUZZ

LAYERボタンを押してプリセット内のアンプモデルのコントロールレイヤーアクセスします。
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コントロールレイヤーで1度エンコーダーを回して押し、デジタルアンプコントロールノブをスクロールおよび選択
します。それからもう一度エンコーダーを回し、コントロールの設定を変更します。コントロール設定が変更される
と、プリセット番号が表示されたボックスが青色から赤色に変わり（プリセットに編集が加えられたことを意味します）
、「SAVE（保存）」ユーティリティボタンが点灯します。新規コントロール設定ができたら、さらに編集を加えるか、ま
たはSAVEユーティリティボタンを押して、編集を保存します（下図参照）。

追加のアンプおよびコントロール設定は、プリセット内の様々なアンプモデルを擁する、コントロールレイヤーをさ
らにスクロールすると見つかります。これらはサグ、バイアスおよびゲートコントロールなどの"深い"パラメーターで
構成されています。異なるスピーカーキャビネットモデルも搭載されています。上で解説した手順と同様に、追加の
パラメーターをスクロールし、選択し、調節して保存します (下図参照)。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

AMPLIFIER

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

AMPLIFIER

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

AMPLIFIER

エンコーダーを回し、アンプモデルコントロールノブをスクロールします。

エンコーダーを押して、編集するアンプモデルコントロールノブを選択します。

エンコーダーを再度押し、選択したアンプモデルコントロールノブを任意の設定に編集します。

コントロールレイヤーにある追加アンプおよびコント
ロール設定のクローズアップ ； このケースではTwin 

Reverbアンプモデルです。

エンコーダーで、追加のコントロールレイヤーアンプおよびコントロー
ル設定をスクロール、選択および調節します。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

CAB GATE

OFF PRE

POS

MATCH

SAG

0.0%

BIAS

’65
TWIN

AMPLIFIER

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

CAB GATE

OFF PRE

POS

MATCH

SAG

0.0%

BIAS

’65
TWIN

AMPLIFIER
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プリセットアンプリファーモデルの置き換え

プリセット内のアンプリファーモデルを置き換えるには、レイヤーボタンを押して、シグナルパスレイヤーにアクセス
します。プリセットアンプモデルがハイライトされます。エンコーダーを押し、アンプモデルのメニューにアクセスお
よびスクロールします；エンコーダーを再度押すと、新規アンプモデルを選択します。新規アンプモデルが選択され
ると、プリセット番号を表示しているボックスが青色から赤色に変わり（プリセットに編集が加えられたことを意味しま
す）、SAVEユーティリティボタンが点灯します	(下図参照)。新規アンプモデルを選んだら、さらに編集をおこなうか、
またはSAVEボタンを押して編集を保存します。ディスプレイウィンドウ内の、円で囲われた“X”マークに対応する、
プリセットレイヤーボタンを押すと、アンプメニューを閉じますのでご留意ください。	

ROCK & ROLL

REVERBFUZZ TWIN
REVERB

AMPLIFIER

シグナルパスレイヤーでハイライトされているプリセットアンプモデル（下に白い矢印、上に"amplifier"の表記）を別のアンプモ
デルに置き換えるには、まずエンコーダーを押して、他のアンプモデルのメニューにアクセスします。 

’57 DELUXE

STUDIO PREAMP

’57 CHAMP

’57 TWIN

’57 BANDMASTER

エンコーダーを回し、アンプ モデルのメニューをスクロールします。

’57 DELUXE

’57 CHAMP

STUDIO PREAMP

’57 TWIN

’57 BANDMASTER

エンコーダーを再度押し、プリセットの新規アンプモデルを選択します。

ROCK & ROLL

FUZZ
’57

DELUXE

AMPLIFIER SAVE
REVERB

新規アンプモデルを選択したら、さらに他のパラメーターを編集するか、
点灯しているSAVEユーティリティボタンを押して編集を保存します。
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アンプリファーモデルのリスト
この表はMustang	GTXの全プリセットアンプモデルのリストと、各モデルの簡単な紹介です。	Mustang	GTXアンプは常に見直しおよび

アップデートされています；	本マニュアルでは現在使用されているアンプモデルについて記述しています。

Studio	Preamp ミキシング卓へ直に接続した時の、混じり気のない、クリーンで色付けのないトーンレスポンス

’57	Champ® 小型だが力強く、レコーディングで重用されるFender	’50年代後半のアンプモデル

’57	Deluxe™ ミディアムパワーで、厚みがありコンプレスの効いたオーバードライブで知られる、’50代後半Fenderのツイードの名機

’57	Twin クリーンからダーティまで幅広いトーンを賞された、オリジナル期12インチ2基	ツイードの傑作

’57	Bandmaster パリッとした高域が特徴の、	Fenderのトリプルスピーカー	ナローパネル	ツイードアンプ	

’59	Bassman® ベースアンプとして生まれ、後にギタリストに愛用されるようになった、
Fenderの最も偉大なツイードアンプの一つ

’61	Deluxe ブラウンフパネ		ル時代の	Fender	Deluxeで、ツイードとブラックフパネルモデルを足して2で割ったようなアンプ

’65	Princeton® 10インチスピーカー1発のきびきびとした音色が特徴。’60年代中期Fenderのスタジオアンプ	

’65	Deluxe	Re-
verb® クリーン／ダーティいずれも際立った音色を持ち、数多のクラブで愛用された、高い人気を誇る’60年代中期Fenderのアンプ

’65	Twin	Re-
verb® その比類ないFenderクリーントーンを賞賛された、かけがえのない	’60年代中期のステージ／スタジオアンプ

’65	Super	Re-
verb® 4基の10インチスピーカーで、独特なパリッとしたトーンを持つ、’60年代中期	Fender

Excelsior 15インチスピーカー独特のパンチ力を持つ、エレガントさとエキセントリックさを併せ持った現代のFenderモデル

’66	GA-15 リバーブを"フルウェット"にした時の大洞窟のような音響で知られる、1966	Gibson	GA-15RVTエクスプローラーにインス
パイヤされたアンプモデル

’60s	Thrift 現代のレトロ／オルタナティブプレイヤーが愛用するガレージの名機、1960年代	Sears	Silvertoneにインスパイアされた
アンプモデル

British	Watts クリーンなトーンを持つブリティッシュ	スタックアンプの傑作、オリジナルの100ワット	Hiwatt	DR103にインスパイアされた
アンプモデル

’60s	British	 ブリティッシュインベイジョンを牽引した事で知られ、見事なクリーンおよびダーティなトーンを創出する、Vox	AC30にインス
パイヤされたアンプモデル

’70s	British	 ハードロックの黎明期を後押しした、’60年代後半/’70年代初期の	Marshall	Super	Leadにインスパイアされたアンプモデ
ル

’80s	British	 	’80年代のメタルトーンの真髄を生み出した、Marshall	JCM800にインスパイアされたアンプモデル

British	Colour Orange	OR120の威厳あふれる分厚さにインスパイアされたアンプモデル

Super-Sonic 連鎖プリアンプゲインステージにより際立ったサステインを生み出す、
現代Fenderのアンプモデル	

’90s	American	 ニューメタルサウンドを形作る、独特のディストーションが特徴の、
Mesa	Dual	Rectifierをベースにしたアンプモデル

Metal	2000 EVH®	5150IIIをベースにした、灼熱のハイゲイントーン 

IIC+Clean Mesa/Boogie	Mark	IIC+MBのクリーンチャンネルにインスパイアされたモデル

IIC+Lead Mesa/Boogie	Mark	IIC+MB	リードチャンネルにインスパイアされた、’80年代中期の典型的なメタルトーン

9

Acoustasonic, Bassbreaker, Bassman, Blues Junior, Champ, Deluxe, Deluxe Reverb, Excelsior, Princeton, Showman, Super Reverb, Super Sonic, 
Twin Reverb およびVibro King はFMICの商標です。 本マニュアルに記載されているFMIC以外の製品名および商標はそれぞれの所有者に帰属し、本製品のサウンドモ
デル開発時に、その音色を吟味、研究した製品を表すためにのみ使用されます。 それらの製品および商標の使用は、FMICと第三者間の提携、スポンサーシップ、承認を
意味するものではありません。
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BB15	Low Bassbreaker	15のローゲイン	ストラクチャー設定を基にしたモデル

BB15	Med Bassbreaker	15のミディアムゲイン	ストラクチャー設定を基にしたモデル

BB15	High Bassbreaker	15のハイゲイン	ストラクチャー設定を基にしたモデル

FBE-100 Friedman	BE-100の両リードチャンネル	(BE	および	HBE)	にインスパイアされたモデル	

Dual	Showman 数多のビッグステージで使用された、	’60/’70年代の	Fender	全真空管アンプの名機を基にしたモデル

Tube	Preamp 直接ミキシング卓へ接続した時の、混じり気のないスタジオ感に、真空管コンソールのような倍音の色付け

Acoustasonic ピエゾ装備のエレクトリック／アコースティックギターに使用します。	評価の高いFender	Acoustasonicアンプのプリアンプ
を基にしています；	ノッチ周波数を選択可能な、フレキシブルなストリングダイナミクス機能を装備

Acoustic	Sim 6種類の特徴的なアコースティックギターシミュレーションで、エレクトリックギターを、素晴らしい音色のアコースティックトー
ンへ変貌させます。トーンシェイピングを行うには、Acoustasonicプリアンプと併用します

Blues	Junior 人気の高い、温かみあるトーンと、適度なパワーを持つ、12インチ	1基、オーバードライブとFATスイッチを備えた、Fenderコ
ンボ

Vibro-King タッチセンシティブダイナミクスと、自然なオーバードライブが特徴の、モダンFenderの傑作

JC-120	Clean Roland	JC-120	Jazz	Chorusの、スーパーブライト	クリーンチャンネルを基にしたモデル

Jubilee	Clean Marshall	Silver	Jubilee	50ワット	ヘッドのクリーンチャンネルを基にしたモデル

Jubilee	Clip Marshall	Silver	Jubilee	50ワット	ヘッドのリズムクリップスイッチを有効にした状態を基にしたモデル

Jubilee	Lead 	Marshall	Silver	Jubilee	50ワットヘッドのリードチャンネルを基にしたモデル

Uber ヘビーでアグレッシブな音楽に最適な、	Bogner	Uberschallヘッドのスーパーハイゲインリードチャンネルを基にしたモデル

アンプリファーモデルのリスト（続き）

キャビネットモデルのリスト
この表はMustang	GTXの全プリセットスピーカーキャビネットモデルのリストと、各モデルの簡単な紹介です。	Mustang	GTXキャビネットは

常に見直しおよびアップデートされています；	本マニュアルでは現在使用されているキャビネットモデルについて記述しています。	

None スピーカーシミュレーションを通さない、色付けをしていないアンプ回路

’57	Champ® 後期’50年代	Fender	の、非常にパリっとしたトーンを持つローパワー8インチスピーカーをフィーチャーした、レコーディング
の名機に基づいたモデル

’57	Deluxe™ 12インチ	アルニコマグネットスピーカー1基を搭載した、	ミディアムパワーの後期’50年代Fender	ツイードの傑作に基づい
たモデル	

’65	Twin 12インチ	セラミックマグネットJensen®スピーカーを2基搭載した、	評価の高い’60年代中期の	Fenderの名機を基にした
モデル

’57	Bandmaster 10インチ	Jensen®	P10Rスピーカーを3基搭載した、’50年代後期の	Fender	ナローパネルの傑作を基にしたモデル

’59	Bassman® Based	on	one	of	10インチ	Jensen®	P10Rスピーカーを4基搭載した、Fender	オリジナルエラの偉大なツイードアンプ
を基にしたモデル

’61	Brown 12インチ	Oxfordスピーカー1基を搭載した、中域が特徴的な、’60年代初期の	Fender	モデルがベース

Acoustasonic, Bassbreaker, Bassman, Blues Junior, Champ, Deluxe, Deluxe Reverb, Excelsior, Princeton, Showman, Super Reverb, Super Sonic, 
Twin Reverb およびVibro King はFMICの商標です。 本マニュアルに記載されているFMIC以外の製品名および商標はそれぞれの所有者に帰属し、本製品のサウンドモ
デル開発時に、その音色を吟味、研究した製品を表すためにのみ使用されます。 それらの製品および商標の使用は、FMICと第三者間の提携、スポンサーシップ、承認を
意味するものではありません。
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キャビネットモデルのリスト（続き）

’65	Princeton® 10インチ	Jensen®	C10Rスピーカー1基の快活なトーンを持つ、’60年代中期	Fenderの、スタジオの名機を基にしたモデ
ル

’65	Deluxe 12インチ	Jensen®	セラミックスピーカー1基の、人気の高い’60年代中期	Fenderの主力アンプをベースにしたモデル

Excelsior 独特なパンチを持つ、15インチ	Special	Designスピーカーを搭載した、型破りなモダンFenderアンプがベース

’66	GA-15 1966	Gibson	GA-15RVT	Explorerの	シングル10インチ	CTS	スピーカーにインスパイアされたモデル

1x12	EV オープンバックのMesa/Boogie	Mark	IIC+	シングル12インチスピーカー搭載の	EVM12Lbubinga	キャビネットにインス
パイアされたモデル

1x12	BB15 シングル12インチ	Celestion®	V-Typeスピーカー搭載の、Fenderのオープンバック	Bassbreaker	15	キャビネットをベ
ースにしたモデル

2x12	Blue 由緒ある	Vox	AC30の、12インチ	Celestion®	Alnico	Blue	スピーカー2基にインスパイアされたモデル

4x12	75W	 4基の12インチ	Celestion®	G12T75スピーカーを搭載した、75ワット	Marshall	JCM800	キャビネット	にインスパイア
されたモデル

4x12B	75W すぐ上の	Marshall	JCM800	4x12インチ	キャビネットの、より明るいバージョン

1x12	Super-Sonic シングル12インチ	Celestion®	Vintage	30スピーカー搭載の、バーチ合板	Fender	コンボキャビネット

2x12	Super-Sonic 12インチ	Celestion®	Vintage	30スピーカー2基搭載の、バーチ合板	Fender	コンボキャビネット

4x12	RCT	 12インチ	Celestion®	Vintage	30スピーカー4基搭載の、Mesa	Boogie	Rectifier	キャビネットを基にしたモデル

4x12	GB 12インチ	Celestion®	Greenbackスピーカー4基搭載のMarshallキャビネットをベースにしたモデル

4x12B	GB すぐ上の4x12インチ	Marshall	キャビネットの、より明るいバージョン

4x12	V30 12インチ	Celestion®	Vintage	30スピーカー4基搭載の	Fender	Super-Sonic	キャビネットをベースにしたモデル

4x12B	V30 すぐ上の	4x12インチ	Fender	Super-Sonic	キャビネットの、より明るいバージョン

4x12	SOL 12インチ	Eminence®	Legendスピーカー4基を搭載した、クローズドバックのSoldanoキャビネットを基にしたモデル

4x12	FRD 	Celestion®	Greenbackスピーカーを搭載した、クローズドバックの	Friedman	4x12インチキャビネット	

4x12B	FRD すぐ上の	4x12インチ	Friedman	キャビネットモデルの、より明るいバージョン

2x15	D130 15インチ	JBL®	D130Fスピーカーのアタック感が特徴の、	Fender	Dual	Showman	キャビネットをベースにしたモデル

2x12	Jubilee Celestion®	G12-75スピーカー2基を搭載した、小型Marshall	スラントキャビネットをベースにしたモデル

Blues	Junior シングル12インチ	Celestion®	A-Typeスピーカーを搭載した、Fender	オープンバック	コンボキャビネットをベースにした
モデル

1x12	LTD シングル12インチ	Jensen®スピーカーの、	Fender	Blues	Junior	LTD	オープンバックキャビネットをベースにしたモデル

2x12	JC 傑作Roland	JC-120	Jazz	Chorus	2x12インチ	オープンバックコンボをベースにしたモデル

2x12	VK 12インチ	Celestion®	Vintage	30スピーカー2基搭載の、	Fender	Vibro-King	クローズバック	エクステンションキャビネ
ットを基にしたモデル

3x10	VK 10インチスピーカー3基を搭載した	Fender	Vibro-King	キャビネットをベースにしたモデル

4x10	SUP 10インチ	Jensen®スピーカー4基を搭載した、	Fender	Super	Reverb	キャビネットを基にしたモデル

4x12	UC 12インチ	Celestion®スピーカー4基を搭載した、	Bogner	Uberkab	キャビネットをベースにしたモデル

Acoustasonic, Bassbreaker, Bassman, Blues Junior, Champ, Deluxe, Deluxe Reverb, Excelsior, Princeton, Showman, Super Reverb, Super Sonic, 
Twin Reverb およびVibro King はFMICの商標です。 本マニュアルに記載されているFMIC以外の製品名および商標はそれぞれの所有者に帰属し、本製品のサウンドモ
デル開発時に、その音色を吟味、研究した製品を表すためにのみ使用されます。 それらの製品および商標の使用は、FMICと第三者間の提携、スポンサーシップ、承認を
意味するものではありません。



エフェクトの編集

各プリセットには、アンプモデルに加え、エフェクトがさまざまな組み合わせで装備されています。エフェクトは数種
類の方法で編集が可能で、バイパス、置き換え、移動、追加および削除ができます。さらに、各エフェクトの個別の
設定も編集可能です。下記および以下のページでは、各オプションについて解説します。	

使用しているエフェクトのタイプおよびその信号経路内での位置は、シグナルパスレイヤーで編集します。これを行
うにはまず、対応するレイヤーボタンを押して、シグナルパスレイヤーにアクセスすると、使用中のアンプリファー
を自動的にハイライトします。エフェクトをハイライトするには、エンコーダーをいずれかの方向に回します（下図参
照）。エフェクトがハイライトされ、下に白い矢印と、上にラベルが表示されます。

各プリセットでは、円で囲われた	「+」	マークの配置ホルダーシンボルが、信号パスの左右両端に表示されます（下図
参照）。このシンボルは、この中にエフェクトを移動したり、追加したりできるオープンスロットを意味します	(16ペー
ジ“『エフェクトの追加』参照)。多くのプリセットでは1つ以上のプリセットが含まれているため、このマークを確認する
には、ユーザーはエンコーダーを使用して一番右端または左端までスクロールする必要があります。

ROCK & ROLL

REVERBFUZZ TWIN
REVERB

AMPLIFIER

エフェクトにアクセスするには、中央のレイヤーボタンを押しシグナルパスレイヤーに入ります。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

POST FX 1

エンコーダーをいずれかの方向に回し、エフェクトをハイライトします（下に白
い矢印、上にラベルが表示されます)。
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TWIN
REVERB

AMPLIFIER

STUDIO TWIN02

エフェクトを含まない、別のプリセットのクローズアップ。エフェクトを配置できるオープンスロットは、円で囲ったプラスマーク
で表される、配置ホルダーシンボルが、シグナルパスレイヤーの両端にあります。



エフェクトのバイパスには2つの方法があります。1つ目は一般的な方法で、ボタンを押すと、全プリセットの全エフ
ェクトをオフにします。2つ目は、ユーザー自身が、プリセット内の特定のエフェクトを、個別にバイパスすることです。

Mustang	GTX	各プリセットの全エフェクトをバイパスするには（そして再度オンにするには）、X	FXボタンを押し
ます。	保存オプションはありません；これは単純に素早く全エフェクトをオフ／再度オンにする方法です。X	FXユー
ティリティボタンを押すと点灯し、青色の	「bypass（バイパス）」	ラベルが各エフェクトの上に表示されます（下図参
照）。プリセットで、特定のエフェクトをあらかじめバイパスしている場合に、X	FX	ユーティリティーボタンを押して
も、オンにはなりません。

プリセット内の、個々の特定のエフェクトをバイパスするには、まずシグナルパスレイヤーでハイライトし、エンコー
ダーを押します。	表示されたエフェクトプレイスメント（配置）メニューから「BYPASS（バイパス）」を選択し、エン
コーダーを再度押します。	シグナルパスレイヤーに、エフェクトがバイパスされていることが表示されます；	プリセッ
ト番号の表示ボックスが青色から赤色に変わり（プリセットが編集されたことを意味します）、SAVEユーティリティ
ボタンが点灯します。	エフェクトをバイパスしたら、さらに別の編集作業を続けるか、またはSAVEユーティリティボ
タンを押して、編集を保存します（下図参照）。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

POST FX 1

LEVEL DECAY DWELL DIFF TONE

ハイライトしたエフェクトをバイパスするには、まずエンコーダーを押し、エフェクト配置オプションメニューにアクセスします。

エフェクトのバイパス
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ADD FX

BYPASS

DELETE

MOVE

REPLACE

エンコーダーを回して、エフェクト配置メニューで「BYPASS」を点灯させ、 エンコーダーを押して選択します。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

BYPASS SAVE

エフェクトがバイパスされたら (下に白い矢印、上に"BYPASS”というラベルの書かれた青いボックスが表示されます）、
続けて別のパラメーターの編集をおこなうか、または点灯しているSAVEユーティリティボタンを押して編集を保存します。

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

ROCK & ROLL
BYPASSBYPASS

FX

“X FX”ユーティリティボタンは押すと点灯し、 全プリセットの全てのエフェクトをバ
イパスします（ 青色の “BYPASS”ラベルが各エフェクトの上に表示されます)。 



エフェクトを置き換えるには、シグナルパスレイヤーで、置き換えるエフェクトをハイライトし、エンコーダーを押し
ます。	エフェクト配置オプションのメニューから「REPLACE（置換）」を選択し、エンコーダーを再度押します。	表示
される4種類のカテゴリーから、1つ選択します（Stomp	Box、Modulation、Delay、Reverb	-ストンプボックス、
モジュレーション、ディレイ、リバーブ）。	エンコーダーを押し、カテゴリー内のエフェクトにアクセスします。エフェク
トをスクロールし、置き換えるエフェクトを1つ選んで、エンコーダーを押します。

シグナルパスレイヤーには新規エフェクトが表示され、元のエフェクトが置き換わったことが確認できます；	プリセッ
ト番号の表示ボックスは、青色から赤色に変わり（プリセットが編集された事を意味します）、SAVEユーティリティボ
タンが点灯します。	エフェクトの置き換えが済んだら、続けて別の項目を編集するか、またはSAVEユーティリティ
ボタンを押して、編集を保存します（下図および次ページの図を参照）。	ディスプレイウィンドウの、円で囲んだ「×」
印に対応するプリセットレイヤーボタンを押すと、エフェクト配置オプションおよびエフェクトカテゴリーメニューを
閉じます；「back」ラベルが表示されている時は、押すと前画面に戻ります（エフェクトメニュー同様）。ご留意くださ
い。

エンコーダーを回し、エフェクト配置オプションメニューで「REPLACE（置換）」をハイライトして、エンコーダーを押して選択します。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

POST FX 1

ハイライトしたエフェクトを置き換えるには、まずエンコーダーを押して、エフェクト配置 オプションのメニューにアクセスします。 

ADD FX

BYPASS

DELETE

MOVE

REPLACE
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MODULATION

STOMPBOX

DELAY

REVERB

エンコーダーを回し、4つのカテゴリーのうち1つをハイライトします。 エンコーダーを押して、エフェクトカテゴリーを選択します。

TOUCH WAH

WAH

RANGER BOOST

OVERDRIVE

GREENBOX

back

エンコーダーを回して置き換えるエフェクトをハイライトし、エンコーダーを押して選択します。

エフェクトの置き換え



エフェクトの移動

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

POST FX 1

ハイライトしたエフェクトを移動するには、まずエンコーダーを押し、エフェクト配置オプションメニューにアクセスします。 
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ADD FX

BYPASS

DELETE

MOVE

REPLACE

エフェクト配置オプションメニューで、エンコーダーを回して「MOVE（移動）」をハイライトします。エンコーダーを押し、選択します。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

POST FX 1

オレンジ色のボックスに、ハイライト状態を示す白い矢印（下）、ラベル（上）を伴い選択エフェクトが表示されます。
エンコーダーを回して信号経路内の新規位置へ移動できる状態になっています。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ

RANGER
BOOST

SAVEPOST FX 1

エフェクトの置き換えが済んだら（図内では白い矢印が下に、ラベルが上に表示されています）、 
続けてほかのパラメーターを編集するか、または点灯中のSAVEzユーティリティボタンを押し、編集を保存します。

エフェクトを信号経路の別の位置へ移動するには、移動するエフェクトをシグナルパスレイヤーでハイライトして、
エンコーダーを押します。エフェクトプレイスメント（配置）オプションのメニューで「MOVE（移動）」を選択して、エ
ンコーダーを再度押します。選択したエフェクト名の周りに、オレンジ色のボックスと共に、エフェクトの移動が可能
になったことを示す、点滅する白い矢印が表示されます。エンコーダーを回し、選択したエフェクトを再配置します；
エンコーダーを押して、新規配置を確定します。

シグナルパスレイヤーにエフェクトが新規位置で表示されます；プリセット番号を表示するボックスが、青色から赤色
へ変化し（プリセットに編集を加えたことを意味します）、SAVEユーティリティボタンが点灯します。エフェクトの移
動が完了したら、さらに編集を加えるか、またはSAVEユーティリティボタンを押して、編集を保存します（下図およ
び次ページの図を参照）。



エフェクトの追加には、2通りの方法があります。

第一の方法は、まずエンコーダーを回して、シグナルパスレイヤー内に2つある「＋」印（配置ホルダーを表す）のうち
1つをハイライトします。	すると「＋」印を囲む円が緑色に変わります。	エンコーダーを押し、Stomp	Box（ストンプ
ボックス）、Modulation（モジュレーション）、Delay（ディレイ）、Reverb（リバーブ）の、4種類のエフェクトカテゴリ
ーを表示します。	エンコーダーを回して任意のカテゴリーをハイライトし、エンコーダーを押して、カテゴリー内の
エフェクトを表示します。	エフェクトをスクロールし、エンコーダーを押して任意のエフェクトを選択します。	
	
シグナルパスレイヤーで、追加したエフェクトが緑色のボックス内に、下に点滅する白い矢印、上にラベルを伴い表
示されます。	必要に応じてエンコーダーを回し、その後押すと、エフェクトを別の場所へ移動できる状態となりま
す。	

エフェクトを追加すると、プリセット番号の表示ボックスは、青色から赤色に変わり（プリセットが編集された事を意
味します）、SAVEユーティリティボタンが点灯します。	エフェクトの追加後、続けて別の項目を編集するか、または
SAVEユーティリティボタンを押して編集を保存します（下図および次ページの図を参照）。	画面に表示されている
「X」マークに対応するプリセットレイヤーボタンを押すと、エフェクトカテゴリーおよびエフェクトメニューを閉じま
す；	「back」が表示されている時に押すと、前画面に戻ります。
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ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ REVERB

SAVEPRE FX 2

エフェクトを新規位置へ移動したら（白い矢印が下側に、ラベルが上に表示されています）、続けてほかのパラメーター
を編集するか、点灯しているSAVEユーティリティボタンを押して、編集を保存します。

エフェクトの追加

ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ

エフェクトを追加するには、エンコーダーを回し、「＋」印をハイライトします。「＋」印を囲む円が緑色になります。
エンコーダーを押して、エフェクトカテゴリー4種を含むメニューにアクセスします。 

ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ REVERB

PRE FX 2

選択したエフェクトをエンコーダーを回して移動したら、エンコーダー
を押して、信号経路における新規位置を選択します。
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TOUCH WAH

WAH

COMPRESSOR

SIMPLE COMP

RANGER BOOST

back

エンコーダーを回してスクロールし、押してエフェクトを選択します。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ WAH

BABY

POST FX 1

新規追加したエフェクトが、下に白い矢印、上にラベルを伴う緑色のボックスに表示されるので、 
そのままの位置に決定するか、エンコーダーを回して信号パスの別の位置に移動します。 

ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ WAH

PRE FX 2

BABY

エンコーダーを回して新規追加したエフェクトを移動したら、
エンコーダーを押して、信号パスでの配置を確定します。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ WAH

SAVEPOST FX 1

BABY

エフェクトの追加が済んだら（図内で、下に白い矢印、上にラベルを伴って表示）、続けて別のパラメーターを編集
するか、 または点灯中の「SAVE」ユーティリティボタンを押して、編集を保存します。

MODULATION

STOMPBOX

DELAY

REVERB

エンコーダーを回してスクロールし、押してエフェクトカテゴリーを選択します。



エフェクトを追加する２番目の方法は、まずシグナルパスレイヤーで既存のエフェクトをハイライトして、エンコーダ
ーを押します。	エフェクト配置オプションメニューから「ADD	FX（エフェクトの追加）」を選択し、エンコーダーを再
度押します。	表示された	4つのエフェクトカテゴリーから任意のカテゴリーを選択し、	エンコーダーを押して、カテ
ゴリー内のエフェクトを表示します。	エンコーダーを回してエフェクトをスクロールし、押して任意のエフェクトを選
択します。

シグナルパスレイヤーに、新規追加したエフェクトが緑色のボックスに、下に点滅する矢印、上にラベルを伴って表
示されるので、必要に応じて、エンコーダーを回してエフェクトを別の位置に移動し、任意の位置でエンコーダーを
押して確定します。

エフェクトを追加すると、プリセット番号の表示ボックスは、青色から赤色に変わり（プリセットが編集された事を意
味します）、SAVEユーティリティボタンが点灯します。	エフェクトの追加後、続けて別の項目を編集するか、または
SAVEユーティリティボタンを押して、編集を保存します（下図および次ページの図を参照）。	
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ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

POST FX 1

LEVEL DECAY DWELL DIFF TONE

もう1つのエフェクト追加方法は、まずエンコーダーを回してプリセット内の既存のエフェクト
をハイライトし、エンコーダーを押して4つのエフェクトカテゴリーを表示します。

ADD FX

BYPASS

DELETE

MOVE

REPLACE

 エフェクトプレイスメント オプションメニューでエンコーダーを回し、押して、「ADD FX（エフェクト追加）」を選びます。

MODULATION

STOMPBOX

DELAY

REVERB

エンコーダーをスクロールし、押して、任意のエフェクトカテゴリーを選択します。

TOUCH WAH

WAH

COMPRESSOR

SIMPLE COMP

RANGER BOOST

back

エンコーダーでスクロールし、押して任意のエフェクトを選択します。



エフェクトを信号パスから削除するには、シグナルパスレイヤーで削除したいエフェクトをハイライトし、エンコーダ
ーを押します。	エフェクト配置オプションメニューで「DELETE（削除）」を選択し、エンコーダーを再度押します；	エ
フェクトは信号パスから削除され、空いたスロットに、使用中の別のエフェクトが（ある場合は）、その場所へとシフト
します。	削除したエフェクトが信号パス内での唯一のエフェクトだった場合（プリまたはポスト）は、「＋」を円で囲っ
た、配置ホルダーのマークがその場所に表示されます。

エフェクトが削除されると、プリセット番号の表示ボックスは青色から赤色に変わり（プリセットが編集された事を意
味します）、SAVEユーティリティボタンが点灯します。	エフェクトの削除後、続けて別の項目を編集するか、または
SAVEユーティリティボタンを押して、編集を保存します（下図および次ページの図を参照）。
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ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ WAH

PRE FX 2

BABY

エンコーダーを回して新規追加エフェクトを任意の位置に移動したら、 
エンコーダーを押して、信号パス内での配置を確定します。 

ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ WAH

SAVEPOST FX 1

BABY

追加エフェクトの配置が済んだら（図内で、下に白い矢印、上にラベルを伴って表示）、続けて別のパラメーターを
編集するか、 または点灯中の「SAVE」ユーティリティボタンを押して、編集を保存します。 

エフェクトの削除

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

POST FX 1

LEVEL DECAY DWELL DIFF TONE

ハイライトしたエフェクトを削除するには、まずエンコーダーを押してエフェクトプレイスメント オプションにアクセスします。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ WAH

BABY

POST FX 1

緑色のボックス内に、新規追加したエフェクトが、下に白い矢印、上にラベルを伴って表示されるので、
現在の場所にセットするか、エンコーダーを回して信号パス内の別の場所に移動します。



エフェクト設定の編集
特定のエフェクトのコントロール設定を編集するには、まずシグナルパスレイヤーでエンコーダーを回して、そのエ
フェクトをハイライトし、各エフェクトのコントロール項目を表示する、コントロールレイヤーボタンを押します。	エン
コーダーを回し、利用可能なエフェクトコントロールをスクロールすると、ハイライトされた項目は青色になります。	
エンコーダーを押し任意のエフェクトコントロールを選択すると、赤色に変わります。

特定のエフェクトコントロールを選択したら、エンコーダーを回して随意に編集し、	エンコーダーを再度押して、編
集内容を保存します。すると編集したエフェクトコントロールが、赤色から青色に戻ります。	エフェクトコントロー
ルを編集すると、プリセット番号の表示ボックスは青色から赤色に変わり（プリセットが編集された事を意味します）
、SAVEユーティリティボタンが点灯します。	エフェクトの編集後、続けて別の項目を編集するか、またはSAVEユー
ティリティボタンを押して、編集を保存します（下図および次ページの図を参照）。
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ROCK & ROLL

TWIN
REVERBFUZZ

SAVEAMPLIFIER

シグナルパスレイヤーで、エフェクトが削除されたことが表示されます（白い矢印が表示されます）、配置ホルダーを表す「
＋」印（図）に置き換わるか、別のエフェクト（使用している場合）が、削除したエフェクトのスロットにシフトします。.

ADD FX

BYPASS

DELETE

MOVE

REPLACE

エフェクト配置オプションでスクロールし、「DELETE（削除）」をハイライトしてエンコーダーを押します。

特定のエフェクトの設定を編集するには、シグナルパスレイヤーをエンコーダーでスクロールし、
任意のエフェクトをハイライトします；それからコントロールレイヤーボタンを押します。 

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

POST FX 1

LEVEL DECAY DWELL DIFF TONE
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ROCK & ROLL

TWIN
REVERB REVERB

POST FX 1

LEVEL

FUZZ

DECAY DWELL DIFF TONE

コントロールレイヤーでエンコーダーを回して、任意のエフェクトコントロールまでスクロールし、ハイライトします； 
各エフェクトコントロールは、ハイライトされると青色になります。

エンコーダーを押して調節したいエフェクトコントロールを選択すると、赤色に変わります。

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB

LEVEL

FUZZ

DECAY DWELL DIFF TONE

REVERB
POST FX 1

ROCK & ROLL

TWIN
REVERB

LEVEL

FUZZ

DECAY DWELL DIFF TONE

REVERB
POST FX 1

エンコーダーを回し、エフェクトコントロールを好みの設定にします。

ROCK & ROLL

FUZZ
SAVE

TWIN
REVERB

LEVEL DECAY DWELL DIFF TONE

REVERB
POST FX 1

エンコーダーを押し、エフェクトコントロール設定に加えた編集を確定します;エフェクトコントロールが青色に戻ります。 

ROCK & ROLL

FUZZ
SAVE

LEVEL DECAY DWELL DIFF TONE

REVERB
POST FX 1

TWIN
REVERB

特定のエフェクトコントロールを好みに合わせて編集したら、続けて別のパラメーターを編
集するか、 または点灯中のSAVEユーティリティボタンを押して、編集を保存します。
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モジュレーションやディレイ、もしくはその両方＊のエフェクトを含むプリセットでは、「TAP(タップ)」ユーティリティボタン
が、信号パスの最後に位置するディレイエフェクトの初期設定のレートに合わせて点滅します（プリセット内にディレイエフ
ェクトがない場合は、最後のモジュレーションエフェクト）。	レート設定はそのままでも使用できますが、TAPユーティリテ
ィボタンを使って変更することもできます。	新規タップテンポを設定するには、点滅している「TAP」ユーティリティボタン
を、好みのテンポに合わせて、2回以上タップします（下図参照）。	TAPユーティリティボタンは、ハイライトされているレ
イヤーに関わらず機能します	(プリセットレイヤー、シグナルパスレイヤー、コントロールレイヤー）。

信号パス内のすべてのディレイおよびモジュレーションエフェクトのタイムパラメーターは、TAPユーティリティボ
タンを使用せずに、コントロールレイヤーで調節することも可能です。	まずシグナルパスレイヤーで、エンコーダー
を使い、編集するディレイもしくはモジュレーションエフェクトをハイライトします；	するとコントロールレイヤーにコ
ントロール類が表示されます。	対応するレイヤーボタンを押してコントロールレイヤーに入り、エンコーダーを使っ
て編集したいタイムパラメーターまでスクロールします。	エンコーダーを押し／回して、任意のタイム値を選択お
よび調節すると、タイム値を表示しているウィンドウが赤色に変わります；	エンコーダーを再度押して、新規タイム値
を確定します（下図参照）。

タップテンポの下位区分
	
Mustang	GTXのディレイおよびモジュレーションエフェクトは、プレイヤーの望むBPMレートに同期できます。	
現在のBPMレートを確認するには。	TAPユーティリティボタンを1度押します；	するとディスプレイウィンドウにレ
ートが表示されます：

*Mustang GTX modulation and delay effects are listed on pages 24-26.

タップテンポ	ボタンの使用

TWIN
REVERB REVERBFUZZ

ROCK & ROLL

TAP

TAP

ROCK & ROLL

DELAY
1

DELAY
2

LEVEL

DELUXE
REVERB

POST FX 2

DELAY TIME

60ms

最初のディレイエフェクト（ディレイエフェクトが無い場合はモジュレーションエフェクト）のテンポを変更
するには、 「TAP」ユーティリティボタンを任意のテンポに合わせてタップします。 

ディレイおよびモジュレーションエフェクトのテンポは、コントロールレイヤーでタイムパラメーターの数値をハイライトし、
エンコーダーを好みのテンポになるよう押す／回すことによっても変更できます。 

TAP TEMPO
120 bpm

TAP
mode: preset

back



BPMには2つのモードがあります—「Global（グローバル）」	および	「Preset（プリセット）」です。	「Global」モード
では、	1種類のBPMを全プリセットに適用します。「Preset」モードでは、各プリセットごとに、個別のBPMを設定
できます（初期レートは120	BPMです)。	2つのBPMモード間を切り替えるには、ディスプレイウィンドウに表示さ
れている、「mode:	preset（モード：プリセット）」	または「mode:	global（モード：グローバル）」のいずれかに対応す
る、下部のレイヤーボタンを押します;	そしてエンコーダーを回して、BPMレートを調節します：

ノート分割設定

エフェクトをBPMにシンクする際、モジュレーションおよびディレイエフェクトに対し、特定の「note	division（ノート
分割）」を設定します。	ノート分割を設定したら、現在のBPM設定に合うように、タイム値が自動的に算出されます。
タイムパラメーターが変更されると、ノート分割は自動的にオフに設定されます。		
	
ノート分割の値は、オフ、全音符、二分音符、三連符、四分音符、付点四分音符、8分音符、付点8分音符、三連8分音
符、１６分音符、付点16分音符、三連16分音符、	32分音符、付点32分音符、三連32分音符、となります。

ノート分割を設定するには、選択したモジュレーションおよびディレイエフェクトに対応する、下部のレイヤーボタン
を押し、そのコントロールレイヤーへ入ります。エンコーダーを使って「NOTE	DIV（ノート分割）」までスクロールし
て選択します；エンコーダーを回転／押して、ノート分割の値を選択します：

すべてのノート分割がオフになっている場合、BPMは信号パス内の最後のディレイまたはモジュレーションエフェク
トの値に対応します。
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TAP TEMPO
133 bpm

TAP
mode: global

back

BLACK HOLE VIBE

’59
BASSMAN VIBRA-

TONE

POST FX 1

69

LEVEL ROTOR DEPTH FDBK PHASE

5.67
Hz

NOTE DIVISION

OFF

BLACK HOLE VIBE

’59
BASSMAN VIBRA-

TONE

POST FX 1

69

LEVEL ROTOR DEPTH FDBK PHASE

5.67
Hz

NOTE DIVISION

1/8



エフェクトタイプのリスト	
Mustang	GTXの内蔵エフェクトは、6つのカテゴリーメニューに分類されています：	ストンプボックス（Stompbox）エフェクト15種、モジュレーション（Modulation）
エフェクト13種、ディレイ（Delay）エフェクト	13種、リバーブ（Reverb）エフェクト14種、 ダイナミック+EQ（Dynamics+EQ）	7種類、そしてフィルター+	ピッチ（Fil-
ters+Pitch）9種です。	下に、カテゴリーごとに名称および解説を記載します。Mustang	GTX	エフェクトは常に見直しおよびアップデートをおこなっています。
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ストンプボックスエフェクト
Ranger	Boost

（レンジャーブースト）
	’60年代のDallas	Rangemaster	Treble	Boosterにインスパイアされたディスト

ーションエフェクト
Overdrive

（オーバードライブ） Mustang	GTXのためにデザインされた、汎用性の高いFenderオーバードライブ

Mythic	Drive
（ミシックドライブ）

	’90年代の	Klon	Centaur	ゲルマニウムダイオード	オーバードライブにインスパイアさ
れたエフェクト

Greenbox
（グリーンボックス）

’70年代後半の、オリジナルの
Ibanez	TS808	Tube	Screamerにインスパイアされた、オーバードライブエフェクト

Blackbox
（ブラックボックス） Pro	Co	RATにインスパイアされたディストーションエフェクト

Yellowbox
（イエローボックス） ’70年代の	MXR	Distortion	Plusにインスパイアされた、ディストーションエフェクト

Orangebox
（オレンジボックス） ’70年代後半のオリジナルBoss	DS-1にインスパイアされた、ディストーションエフェクト

Fuzz
（ファズ） Mustang	GTX用に特別設計された、Fenderのオクターブ付き万能ファズ

Big	Fuzz
（ビッグファズ） Mustang	GTX用に特別設計された、Fenderのオクターブ付き万能ファズ

Varifuzz
（バリファズ） ベースタイトネス	コントロールを備えた、汎用性の高いFender	ファズ	

Round	Fuzz
（ラウンドファズ） 傑作1960年代後期	Fuzz	Faceにインスパイアされたエフェクト

Octobot
（オクトボット）

オクターブダウン効果とオクターブアップファズを組み合わせた、シンセサイザーライクな
エフェクト

Ram	Fuzz
（ラムファズ）

Electro-Harmonix	Big	Muff	Pi	(Ram’s	Head	モデル)にインスパイアされたディスト
ーションエフェクト

Russian	Fuzz
（ロシアンファズ）	

上の	“Ram	Fuzz”	と同様ですが、1990年代のロシア製バージョンをベースにしたエフェ
クト

Tube	OD
（チューブOD） B.K.	Butler	Tube	Driverにインスパイアされた、ディストーションエフェクト

本マニュアルに記載されているFMIC以外の製品名および商標はそれぞれの所有者に帰属し、本製品のサウンドモデル開発時に、その音色を吟味、研究した製品を表すためにのみ使
用されます。 それらの製品および商標の使用は、FMICと第三者との間の提携、スポンサーシップ、承認を意味するものではありません。

モジュレーションエフェクト
Mustang	GTXのモジュレーションエフェクトでは、TAPユーティリティボタンが使用できます。	1つ以上のモジュレーション
エフェクトを使用しているプリセットを選択すると、TAPユーティリティボタンが点滅します。

Sine	Chorus
（サイン波コーラス） モジュレーションにサイン波を使用した、なめらかで丸みのあるコーラスエフェクト

Triangle	Chorus
（三角波コーラス） モジュレーションに三角波を使用した、はっきりとしたコーラスエフェクト

Sine	Flanger
（サイン波フランジャー） モジュレーションにサイン波を使用した、なめらかにフランジングするエフェクト

Triangle	Flanger
（三角波フランジャー） モジュレーションに三角波を使用した、はっきりとしたフランジングエフェクト



モジュレーションエフェクト（続き）

Vibratone
（ビブラトーン） 回転スピーカーの揺らぎ。’60年代後半/’70年代前半の傑作Fenderエフェクト

Vintage	Tremolo
（ビンテージトレモロ）

Twin	ReverbなどのFenderアンプで耳にする、Fenderの名高い、揺らめくフォトレ
ジスター	トレモロ

Sine	Tremolo
（サイン波トレモロ）

Fender	Princeton	Reverbなどで耳にする、緩やかに脈打つ真空管バイアストレモ
ロ

Ring	Modulator
（リングモジュレーター） 電子音楽黎明期の、創造性あふれる非和声音と不協和音

Phaser
（フェイザー）

数多くの録音で使われてきた、「シューッ」という数多くの録音で使われてきたジェット
音の、必須エフェクト

Phaser	90
（フェイザー９０）

	’70年代の傑作	MXR	Phase	90にインスパイアされた、
位相シフトエフェクト

Vibe	Unit
（バイブユニット） ’60年代後期のUni-Vibe	フェイザー/ビブラートペダルをベースにしたエフェクト

Harmonic	Tremolo
（ハーモニックトレモロ） ’60年代初期の	Fenderアンプに内蔵されていた、独特なエフェクトがベース

4-Knob	Flanger
（4ノブフランジャー） MXR	M117	Flangerをベースにしたエフェクト

JC	Chorus
（JCコーラス）

名機Roland	JC-120	Jazz	Chorus	アンプリファーの、バケツリレー式アナログ
コーラス
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本マニュアルに記載されているFMIC以外の製品名および商標はそれぞれの所有者に帰属し、本製品のサウンドモデル開発時に、その音色を吟味、研究した製品を表すためにのみ使
用されます。 それらの製品および商標の使用は、FMICと第三者との間の提携、スポンサーシップ、承認を意味するものではありません。

ディレイエフェクト
Mustang	GTXのディレイエフェクトではTAPユーティリティボタンが使用できます。ディレイエフェクトを1つ以
上使用しているプリセットを選択すると、TAPユーティリティボタンが点滅します。

Mono	Delay
（モノディレイ） クリーン、シンプルで素朴な信号の反復

Mono	Echo	Filter
（モノエコーフィルター）

反復信号に、ワウに似たエフェクトが均等間隔でかかる
モノラルエコー

Stereo	Echo	Filter
（ステレオエコーフィルター）

反復信号に、ワウに似たエフェクトが均等間隔でかかる
ステレオエコー

Tape	Delay
（テープディレイ）

テープの不完全性により独特のワウアンドフラッターを生み出す、アナログの傑作
Maestro	Echoplexがベースのディレイ

Stereo	Tape	Delay
（ステレオタップディレイ） 上記と同様のテープディレイを、ステレオ音場に拡張したエフェクト

Multi	Tap	Delay
（マルチタップディレイ）

複数の細分化された”タップ”を、異なったタイムインターバルに設定する、リズミック
なディレイ

Reverse	Delay
（リバースディレイ） 有名な	"逆回転ギター"	エフェクトのように、音のシェイプを逆転します

Ping	Pong	Delay
（ピンポンディレイ）

ステレオ音場で左右を往復しながらリピートし、ピンポンのような印象を与えるエフェ
クト

Ducking	Delay
（ダッキングディレイ）

演奏中はエフェクトはかからず、演奏を止めると（一定以下の音量になると）、隙間を埋
めるようにエフェクトがかかります 



2290	Delay
（２２９０ディレイ）

	1980年代スタジオ標準のデジタルディレイで、今でもそのクリスプなリピートと万能なパン／モジュレーション	
オプションを探し求める人が絶えない、	TC	Electronic	TC	2290	ディレイにインスパイアされたエフェクト

Memory	Delay
（メモリーディレイ）

リピートおよびモジュレーションに独特のキャラクターを与える、	’70年代後期の"バケツリレー式"	
ディレイペダル、Electro-Harmonix	Deluxe	Memory	Man	にインスパイアされたエフェクト

Space	Delay
（スペースディレイ） 愛すべき	Roland	RE-201	Space	Echoにインスパイアされたエフェクト

Tape	Plex
（テーププレックス） Maestro	Echoplex	EP-3	エコーの忠実な再現

26

リバーブエフェクト

Small	Hall
（スモールホール） ホールサイズの映画館で耳にするような、明るいリバーブ

Mod.	Small	Hall
（モジュレーションスモールホール）

Fenderのスモールホールリバーブを基に、内部リバーブ構成に瑞々しいモジュレーションを付
加しました。高域および低域カットコントロールにより、創造可能性を押し広げたエフェクト	

Large	Hall
（ラージホール）

メジャーな演奏ホールや、広々とした大型のスペースをシミュレートした、力強く、明る
いリバーブ	

Mod.	Large	Hall
（モジュレーションラージホール）

上のMod	Small	Hall	Reverbと同様で、	Fenderラージホールリバーブの内部構成にモジュ
レーションを付加したエフェクト

Small	Room
（スモールルーム）

小さなスペースや、クラシックのエコー室のような、温かみがあり、エコーが控えめな
リバーブ

Large	Room
（ラージルーム） ナイトクラブなど、ホールではない大きめの部屋のような、暖かなサウンドのリバーブ

Small	Plate
（スモールプレート）

ルームリバーブやホールリバーブに比べ、密度とフラットさが特徴の、反響性の高いメ
タリックリバーブ

Large	Plate
（ラージプレート）

数多の録音で聴くことができるタイプのリバーブで、
ビリヤード台サイズの名機、EMT	140がベース

’63	Spring
（’63	スプリング） ’60年代初期の傑作、スタンドアローンの	Fender	リバーブエフェクト

’65	Spring
（’65	スプリング） ’60年代中期のクラシックなFenderアンプに搭載されていた、Fenderリバーブエフェクト

Arena
（アリーナ） 大型のスタジアムやアリーナの音響を模した、長く尾をひくリバーブ

Ambient
（アンビエント） 非常に小さなスペースの（上記スモールルームよりも小さい）、かすかなリバーブ

Shimmer
（シマー） リバーブと2オクターブのピッチシフトを組み合わせた、キラキラとした効果

GA-15	Reverb
（GA-15	リバーブ）

フルウェット（ドライ信号無し）	が個性的な、’60年代	Gibson	GA-15	アンプリバーブをベー
スにしたエフェクト

本マニュアルに記載されているFMIC以外の製品名および商標はそれぞれの所有者に帰属し、本製品のサウンドモデル開発時に、その音色を吟味、研究した製品を表すためにのみ使
用されます。 それらの製品および商標の使用は、FMICと第三者との間の提携、スポンサーシップ、承認を意味するものではありません。

ディレイエフェクト（続き）
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Simple	Comp
（シンプルコンプ） 名機MXR	Dyna	Compにインスパイアされたコンプレッサーエフェクト

Compressor
（コンプレッサー）

上と同様のシンプルコンプレッサーに、	ゲイン、スレッショルド、アタックおよびリリースコント
ロールを追加したエフェクト

Sustain
（サステイン）

非常に強力なコンプレッション効果と短いアタックタイムの、レアな1980年代のコンプレッサー
ペダル、MXR	M-163	Sustainにインスパイアされたエフェクト

Metal	Gate
（メタルゲート）

ISP	Technologies	Decimator	II	G	String	ペダルにインスパイアされたエフェクト。特に
減衰カーブの速い、ハイゲインメタルに特に適しています

EQ	Parametric
（EQパラメトリック） パラメトリック	ミッドレンジイコライザーに、低域および高域コントロールを加えたエフェクト

EQ5	Graphic
（EQ5	グラフィック） Mesa	Boogie	Mark	IIC+	5バンド	グラフィックイコライザーと同様のエフェクト

EQ7	Graphic
（EQ7	グラフィック） Boss	GE-7をベースにした、7バンド	グラフィックイコライザー

ダイナミクス+EQ	エフェクト

Pedal	Wah
（ペダルワウ）

Dunlop	Cry	Baby	および	’60年代のVox	Clyde	McCoy	ワウペダルにインスパイアされた、
デュアルモードワウ

Touch	Wah
（タッチワウ） 上記と同様のペダルワウで、エクスプレッションペダルでなく、ピッキングダイナミクスで制御	

Envelope	Filter
（エンベロープフィルター） ファンカスティックな1970年代の	Mu-Tron	IIIにインスパイアされたエフェクト

Step	Filter
（ステップフィルター） ノートをはっきりと変化する"ステップ"に切り分ける、リズミカルでチョッピーなモジュレーション

Pitch	Shifter
（ピッチシフター） ドライ信号のピッチの上または下にノートを付加する、シンプルなピッチシフター

Diatonic	Pitch
（ダイアトニックピッチ） キーの和声に合ったノートを生成するため、ノート間のインターバルを選択する、ピッチシフター

Pedal	Shift
（ペダルシフト）

DigiTech	Whammy	ペダルのピッチシフト機能がベース;	EXP-1エクスプレッションペダル	
との併用で最大の効果を発揮します(45ページ)

Pedal	Harmony
（ペダルハーモニー）

DigiTech	Whammy	ペダルのハーモナイザー機能をベースにしたエフェクト;	EXP-1エク
スプレッションペダルとの併用で最大の効果を発揮します(45ページ)

Pedal	Detune
（ペダルデチューン）

DigiTech	Whammyペダルのデチューン効果をベースにしたエフェクトl;		EXP-1エクスプレ
ッションペダルとの併用で最大の効果を発揮します(45ページ)

フィルター	+	ピッチエフェクト

本マニュアルに記載されているFMIC以外の製品名および商標はそれぞれの所有者に帰属し、本製品のサウンドモデル開発時に、その音色を吟味、研究した製品を表すためにのみ使
用されます。 それらの製品および商標の使用は、FMICと第三者との間の提携、スポンサーシップ、承認を意味するものではありません。



メニュー機能

エンコーダーの右側に、4つのユーティリティボタンが並ぶ縦列があります。上から3番目の「MENU（メニュー）」ユ
ーティリティボタンで、Mustang	GTXの各種特別機能にアクセスできます（下図参照）。	これらの機能については
本マニュアルの別の項でご参照いただけますが、次にリストアップし、簡潔にご紹介します。

MENUユーティリティボタンを押した後、	エンコーダーを回してMustang	GTXのメニュー機能数種から1つを選
択します。機能の内訳は以下の通りです：

SETLISTS（セットリスト）:	ユーザーのセレクトした複数のプリセットから成る、セットリストの作成および使用
（29-32ページ参照)。

CLOUD	PRESETS（クラウドプリセット）:	クラウドプリセットのストレージおよび使用（54-55ページ参照）。

WIFI	&	BLUETOOTH:	WiFiのオン／オフ、ネットワークの選択および接続、パスワードの追加（32-34ページ
参照）。	そしてMustang	GTXのBluetooth機能へのアクセスと使用（35-36ページ参照）。

EQ		&	AMP	SETTINGS（イコライザーおよびアンプ設定）:	内蔵Global	EQ（グローバルEQ）プロファイル
(49-50ページ)、USBおよびライン出力(38、50ページ)のゲインコントロール、	Preset	Organizer	(プリセット
オーガナイザー、51-52ページ)、およびAbout	This	Amp	feature	(このアンプについて、54ページ)にアクセス
します。	また、ファクトリープリセットおよびアンプ設定への復帰も、ここからおこないます(53ページ)。	

FOOTSWITCH（フットスイッチ）:	GTX-7フットスイッチ	 (39-44ページ)および	EXP-1エクスプレッションペダ
ル (45-48ページ)を使用するためのメニューです。	MGT-4	フットスイッチも、Mustang	GTXに対応しています。

TUNER（チューナー）:	Mustang	GTの内蔵クロマチックチューナーの有効化（37ページ参照）。
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MENU
EQ & AMP SETTINGS

FOOTSWITCH

CLOUD PRESETS

TUNER

WiFi & BLUETOOTH

SETLIST



セットリスト

用途に合わせ、プリセットを「Setlists（セットリスト）」としてグループにまとめて、便利にご利用いただけます。	セットリ
ストとは、ライブやリハーサル、好きなプリセットのリスト、ジャンル、アーティストリスト等、状況や目的に応じてユーザー
自身でプリセットをセレクトし、作成するグループです。	セットリストは作成も編集も容易で、Mustang	GTXをユーザ
ーの個性やニーズに合わせて効率化し、複数のプリセットへの、すばやく手軽なアクセスを可能にします。		
	
セットリストを作成するには、まずMENUユーティリティボタンを押し、	エンコーダーでスクロールして
「SETLISTS（セットリスト）」を選択します:

緑色の「＋」印のボックスが表示されます；	エンコーダーを押して、新規セットリストを作成します：

「SETLIST	1」と書かれた青色のボックスが表示されます；	エンコーダーを	「SETLIST	1」の上で押し、	プリセッ
トを加えていきます：	

緑色の「＋」印のボックスが再度現れます；	エンコーダーを押し、選択するプリセットのリストを閲覧します：

エンコーダーでプリセット間をスクロールし、セットリスト1に追加するプリセットを選び、エンコーダーを押して確定
します：
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MENU

SETLIST 1

MENU

MENU

2 - PRESET

3 - PRESET

99 - PRESET

100 - PRESET

1 - PRESET

MENU

MENU
EQ & AMP SETTINGS

FOOTSWITCH

CLOUD PRESETS

TUNER

WiFi & BLUETOOTH

SETLIST



選択したプリセットが、セットリスト1に追加されました；	前の2つの手順を繰り返して、プリセットを追加していきま
す。	セットリスト1に複数のプリセットを追加したら、エンコーダーを使ってスクロール、選択したセットリスト内の別
のプリセットを有効化します:

セットリストの作成および使用が終了したら、	一番上のレイヤーボタンを押して、メインプリセットモードに戻りま
す。プリセットレイヤーには、セットリストで最後にハイライトしたプリセットが表示される事をご留意ください：

セットリストからすべてのプリセットを消去するには、エンコーダーで消去したいセットリストまでスクロールし、ギア
アイコン表示に対応している、コントロールレイヤーボタンを押します：

青色のボックスに「CLEAR	SETLIST（セットリストの消去）」	と表示されます；	エンコーダーを押して、セットリス
ト内の全プリセットを消去します。	セットリストの消去をしない場合は、ディスプレイウィンドウに表示されている
「back」に対応する、一番上のレイヤーボタンを押します：

セットリスト内のプリセット1つを削除するには、エンコーダーを回して削除したいプリセットまでスクロールします；	
ディスプレイウィンドウに表示されているギアアイコンに対応する、コントロールレイヤーボタンを押します：

33 - PRESET

88 - PRESET

1 - PRESET

25 - PRESET

50 - PRESET

MENU

33 - PRESET

88 - PRESET

1 - PRESET

25 - PRESET

50 - PRESET

MENU

SETLIST 1

MENU
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CLEAR SETLIST

MENU

back

1 - PRESET

MENU



青色のボックス内に「DELETE（削除）」と表示されます；	エンコーダーを押すと、プリセットが削除されます。	プリセ
ットをセットリストから削除しない場合は、ディスプレイウィンドウに表示されている「back」（戻る）に対応する、プリ
セットレイヤーボタンを押します:	

さらに続けてセットリストを作成する場合は、29ページから30ページの手順を繰り返します。	セットリストは自動的
に	「SETLIST	2」「SETLIST	3」	...と番号順に命名されます。

Mustang	GTXには、セットリスト用のクラウドベースのバックアップおよびリストア機能	が搭載されていることを
ご留意ください（56ページ参照）。

DELETE

MENU

back
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SETLIST（セットリスト）:	プリセットのお気に入り（FAVORITES）	をクイック保存

お気に入りのプリセットは、「FAVORITES（お気に入り）」セットリストへ、素早く便利に保存できます。	プリセットを	
「FAVORITES」へ保存するには、プリセット番号のブロックが青色から金色に変わるまで、エンコーダーを2〜3秒
間長押しするだけです：

するとプリセットは「FAVORITES」と名付けられたセットリストに自動的に追加され、MENUユーティリティボタン
を押し、エンコーダーを使って「SETLIST（セットリスト）」	までスクロールおよび選択すると、アクセスできます。	
「FAVORITES」セットリストは、常に最初に表示されます：

「FAVORITES」でエンコーダーを押し、セットリスト内のプリセットをスクロールおよび選択します：

	「FAVORITES」セットリストから任意のプリセットを削除するには、エンコーダーホイールを再度、プリセット番号の
ブロックが金色から青色に戻るまで、2〜3秒間長押しします。

EXCEL-
SIOR

BLUES 1951

BRT

SIMPLE
COMP

85

OFF

MENU
EQ & AMP SETTINGS

FOOTSWITCH

CLOUD PRESETS

TUNER

WiFi & BLUETOOTH

SETLIST

MENU

FAVORITES

+

MENU

95 GILA MONSTER

+

34 MEANER STREETS

85 BLUES 1951

1

2

3

4

29 DUAL CHORUS back



WIFIの使用

Mustang	GTXの	WiFi接続により、ワイヤレスネットワークへの容易なアクセス、	Mustang	GTXの最新ファー
ムウェアアップデートができます（60ページ参照）。	設定を開始するには、MENUユーティリティボタンを押し、エン
コーダーで「WIFI	&	BLUETOOTH」までスクロールし、「WiFi」の上でエンコーダーを押します。		

WiFiは初期設定ではオフで、赤色のボックスに「WIFI	OFF」と表示されています。	エンコーダーを再度押す
と、WiFiがオンになり、緑色のボックスに「WIFI	ON」と表示されます。	WiFiがオンの時、エンコーダーで、使用可能
なネットワークをスクロールします；	エンコーダーを押して、任意のネットワークを選択します。	既存のネットワーク
が表示されない場合、ネットワークリストの最後尾にある「ADD	HIDDEN	NETWORK（表示されないネットワーク
を追加）」を選択し、エンコーダーを使って文字を手動で入力します（6ページ参照）。	ネットワークを選択したら、そ
の上でエンコーダーを押し、表示されたメニューから「CONNECT（接続）」を選択します（このメニューのほかの選
択肢の詳細は、34ページに記載）。

	「CONNECT」を選択すると、アンプからパスワードの入力を要求されます。	パスワードを入力するには、エンコー
ダーを1度押し、カーソルを有効にして、エンコーダーを回して文字を選びます。	エンコーダーを再度押すと文字を
確定し、次へ移動します；	パスワードを全部入力し終わるまでこの手順を繰り返します。	パスワードを入力したら、一
番上のレイヤーボタンを押します（画面の「done（完了）」に対応）。	ネットワーク接続が成功すると、ネットワーク名
の左側に緑色の点が表示されます。	以上の全手順はページ下部および次ページに図解しています。

プリセットレイヤーボタンおよびコントロールレイヤーボタンを押すことで、いくつかのメニューの終了（「×」マー
ク）や、前の手順への復帰（「back」）ができます。

WiFiを有効にするには、まず 「MENU」ユーティリティボタンを押します。 

MENU
EQ & AMP SETTINGS

FOOTSWITCH

CLOUD PRESETS

TUNER

WiFi & BLUETOOTH

SETLIST

セットリストメニューショートカット

「Setlist（セットリスト）」メニューは、Mustang	GTXのトップコントロールパネルからショートカットを使用するこ
とで、素早く簡単にアクセスできます。	上部のレイヤーボタンを押せば、セットリスト画面が表示されます：

注意:	セットリスト数は最大25までです	(「FAVORITES（お気に入り）」を含む);	各セットリストには、最大50のプリ
セットを格納できます。

MENU

FAVORITES

+
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エンコーダーを使って “WiFi & Bluetooth"までスクロールし、エンコーダーを押して “WiFi”を選択します。

MENU

WIFI OFF

back

WiFiは初期設定ではオフ（赤いボックスに表示）です； エンコーダーを押すとWiFiオンになります（緑色のボックスに表示）。

MENU

WIFI ON

NETWORK 1

NETWORK 3

NETWORK 2

back

WiFiがオン （緑色のボックスに表示）の時に、エンコーダーで利用可能なネットワークをスクロ
ールします；  任意のネットワーク上でエンコーダーを押して、選択します。

MENU

ADD HIDDEN NETWORK

NETWORK 3

NETWORK 2

NETWORK 1

back

ネットワークは、スクロールして「ADD HIDDEN NETWORK（表示されないネットワークを追加）」
を選択し、 エンコーダーを回して／押して文字を入力し、手動でアクセスすることもできます。

MENU

CONNECT

FORGET

INFO

MODIFY

back

ネットワークを選択したら、エンコーダーを押して、表示されたメニューから「CONNECT
(接続）」を選択します （そのほかの選択肢については、34ページで解説しています）。

MENU
EQ & AMP SETTINGS

FOOTSWITCH

CLOUD PRESETS

TUNER

WiFi & BLUETOOTH

SETLIST
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MENU

ENTER PASSWORD:

*******

back

「CONNECT」を選択したら、エンコーダーを回して／押して文字を選び、パスワードを入力し ます。

パスワードの入力が完了したら、プリセットレイヤーボタンを押します （画面「done」に対応）。

MENU

ENTER PASSWORD:

A B C D E F G

done

Mustang	GTXのWiFi設定がオンの時のネットワークメニューには、「CONNECT」以外のオプションも表示され
ます。「FORGET」「MODIFY」	および「INFO」です（下図参照）。	エンコーダーでスクロールし、いずれかを選択し
ます。	以下に、各項目を解説します。

FORGET（フォーゲット）:	ネットワークを切断し、アンプメモリーから削除します。	「FORGET」で削除したネット
ワークの接続を再び確立するには、「ADD	HIDDEN	NETWORK」の手順（32-33ページ）をおこなってください。

MODIFY（モディファイ）:	画面に表示されている、現在のネットワークの、「SSID」「PROTOCOL」
「PASSWORD」パラメーターを編集します。	エンコーダー任意のパラメーターまでスクロールして選択し、エン
コーダーを回転／押下して、個々の文字を入力して編集を完了します。

INFO（インフォ）:	現在のネットワーク名（SSID）、信号の説明、プロトコル、接続状況を表示します。	この情報はユ
ーザーによる編集はできません。

MENU

CONNECT

FORGET

INFO

MODIFY

back

WiFiネットワークのほかの選択肢（「FORGET」 「MODIFY」 「INFO」）を表示したディスプレイウィンドウの拡大図。

MENU

WIFI ON

NETWORK 3

NETWORK 2

NETWORK 1

back

接続に成功したネットワークの左側に、緑色のドットが表示されます。
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BLUETOOTHの使用

Mustang	GTXアンプリファーは、	Bluetooth接続機能を搭載しており、ストリーミングオーディオ機器および
Fender	Tone™	アプリケーションと、簡単にペアリングできます。	お使いのオーディオ機器の、お好きな音楽スト
リーミングアプリケーションを使って、Mustang	GTXでオーディオストリーミングできます。

Bluetoothを有効にするには、MENUユーティリティボタンを押し、エンコーダーを使って	「WIFI	&	
BLUETOOTH」までスクロールし、「BLUETOOTH」の上でエンコーダーを押します。	Bluetoothの初期設定は
オフで、赤色のボックスに「BLUETOOTH	OFF」と表示されています。	エンコーダーを再度押すとBluetoothが
オンになり、	緑色のボックスに「BLUETOOTH	ON」と表示されます。	Bluetoothがオンになったら、	アンプに接
続した外部機器で「MUSTANG	GTX」を選択します。	ユーザーの外部機器に表示される「Mustang	GTX」の名
称を変更する場合は、ディスプレイウィンドウのギアアイコンに対応するコントロールレイヤーボタンを押し、	エン
コーダーを使用して、新規名称の文字を入力していきます（6ページ参照）。	プリセットレイヤーボタンを押すと、い
くつかのメニューの終了（「×」マーク）や、前の手順への復帰（「back」）ができます。

BluetoothオーディオストリーミングとUSBオーディオ（38ページ）は同時使用できませんのでご注意ください。

Bluetoothを有効にするには、まず「MENU」ユーティリティボタンを押します。

エンコーダーを使ってメニューを「WIFI & BLUETOOTH」までスクロールし、「BLUETOOTH」の上でエンコーダーを押します。

MENU

BLUETOOTH OFF

back

Bluetoothは初期設定ではオフ （赤色のボックスに表示）です； エンコーダーを押すとオンになります（緑色のボックスに表示）。

アンプのBluetooth 機能をオン（緑色のボックスに表示）にしたら、外部機器上で「MUSTANG GTX」を選択します。

MENU

BLUETOOTH ON

back

MENU
EQ & AMP SETTINGS

FOOTSWITCH

CLOUD PRESETS

TUNER

WiFi & BLUETOOTH

SETLIST

MENU
EQ & AMP SETTINGS

FOOTSWITCH

CLOUD PRESETS

TUNER

WiFi & BLUETOOTH

SETLIST
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ストリーミング機器がMustang	GTXに接続されると、	Blutoothアイコンがディスプレイウィンドウの左上に表示
され、	ストリーミングの準備が整っているかどうかが確認できます：

Fender	TONEアプリがMustang	GTXに接続されていると、TONEアイコンがディスプレイウィンドウの左上に
表示されます:

’61
DELUXE

BASIC BROWN DELUXE

TONE

09

’61
DELUXE

BASIC BROWN DELUXE

TONE

09

BLUETOOTH音量の制御	
	
Mustang	GTXと一緒に使用する、Bluetooth機器の音量レベルは、	外部機器自体の音量コントロールか、または
「BT	&	AUX	VOLUME」メニュー機能で調節します。	「BLUETOOTH」メニューのこの機能を使用するには、エ
ンコーダーで「BT	&	AUX	VOLUME（BT	&	AUX音量）」までスクロールし、選択します。	エンコーダーを使用し
て、4つある選択肢の中から1つを選択します。「MASTER（マスター）」では、Mustang	GTXトップパネルのマス
ター音量コントロールで、Bluetoothの音量を制御します。	「HIGH（ハイ）」および	「LOW（ロー）」は、さらにカスタ
マイズした音量レベルを、そして「NORMAL（ノーマル）」はアンプのデフォルトBluetooth音量設定である、中音
量に設定します(下図参照)。

RENAME AMP

BLUETOOTH ON

BT & AUX VOLUME

back

MENU

LOW

MASTER

HIGH

NORMAL

back

MENU
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内蔵チューナー

Mustang	GTXの内蔵チューナーにアクセスするには、TAPユーティリティボタンを2秒間長押しするか、MENU
ユーティリティボタンを押して、エンコーダーを回し／押して「TUNER（チューナー）」を選択します（下図参照）。

ノートの音程と、垂直方向の長い中央バーが表示され、またその両側の垂直のバーは、右側に行くほど音程がシャ
ープし、左側に行くほどフラットしていることをあらわします。正確な数値がディスプレイの両端に表示されます。	音
程が正確な場合、中央の垂直バーは緑色に点灯します。チューニングが終わったら、プリセットレイヤーボタンを押し
て、チューナーモードを終了します（チューナー使用中はスピーカー出力がミュートされますのでご注意ください）。	
GTX-7	フットスイッチにもチューニング機能があります（44ページ参照）。	
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

また、チューナーモードでは引き続き、以前のMustang	GTXの「バウンシングボールチューナー」モードも、ディス
プレイウィンドウで「view（表示）」に対応するレイヤーボタンを押していただくことで、ご利用いただけます（下図参
照）。	Mustang	GTX	に、ユーザーが好むチューナーが自動的に保存されます。

MENU
EQ & AMP SETTINGS

FOOTSWITCH

SETLIST

CLOUD PRESETS

TUNER

WiFi & BLUETOOTH

MENU

TUNER

-50 +50

view

TUNER

view

TUNER

A
0
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AUXおよびヘッドフォンジャック

Mustang	GTXのコントロールパネルには、2つの1/8インチ	ジャックがあります。	外部モバイル／オーディオ機
器を接続するAUX入力ジャックと、ヘッドフォンの使用に便利な出力ジャックです。

AUX入力に外部機器を接続した際、その音量は、外部機器の音量コントロールで設定するか、36ページで解説し
ている、Mustang	GTXの「BT	&	AUX	VOLUME（BluetoothおよびAUX音量）」メニュー機能を使用して調節
します。	また、ヘッドフォン接続時にはスピーカーがミュートされますので、併せてご留意ください。

USB接続

Mustang	GTXの背面パネルには、録音に使用するUSBオーディオポートが装備されています。	マイクロUSBケ
ーブル（非付属）を使用し、録音ソフトウェアをインストールしたコンピューターを、このポー
トに接続します。	アップルコンピューターの場合、外部ドライバーは不要です。	Windows
ベースのコンピューターと接続する場合、Fender	Mustang機器を使用するには、ASIO
ドライバーをあらかじめ次のURLよりインストールする必要があります。	www.fender.
com/support/articles/fender-universal-asio-drive	。	USBオーディオとBluetooth
オーディオストリーミング（35ページ）の同時使用はできませんのでご注意ください。	

USBのゲインコントロールは、	「EQ	&	AMP	SETTINGS（EQとアンプ設定）」メニューにあります。	MENUユー
ティリティボタンを押し、エンコーダーで「EQ	&	AMP	SETTINGS」までスクロールして選択し、それから同様にし
て「LINE	OUT/USB	GAIN（ライン出力／USBゲイン）」を選択します。	エンコーダーでスクロールし、新規USB
ゲイン値を選択します (50ページ)。

ライン出力	および	FXセンド/リターン

Mustang	GTXアンプリファーの背面パネルには、外部録音機器および拡声（PA）機器を接続するためのバランス
ライン出力ジャック（右／左）	が装備されています（下図参照）。

上でUSBオーディオポート用として解説しているゲインコントロールは、同様の手順で、ライン出力にも使用できま
す。	

Mustang	GTXにはエフェクトループ機能もあります。背面パネルの右端にある、FXセンド左右端子および、FXリ
ターン左右端子は、	モノラルまたはステレオの外部エフェクトに使用します（下図参照);	モノラルエフェクトは、右ま
たは左のチャンネルに接続します。こちらのジャックに接続したエフェクトは「グローバル」（特定のプリセット限定で
なく、全プリセットに作用）で、信号経路の最後の要素として作用します。

背面パネルに装備された、左右バランスライン出力の拡大図。

背面パネルFXセンド／リターンジャック（左右）の拡大図。
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フットスイッチの使用

Mustang	GTXアンプリファーでは、3種のフットコントロール機器を使用できます	-	GTX-7、MGT-4フットスイ
ッチおよび、EXP-1エクスプレッションペダルです。	

7ボタン式GTX-7フットスイッチは、Mustang	GTX-100には付属、Mustang	GTX-50では別売りオプションと
なります。内蔵チューナー、アンププリセット選択機能、エフェクトバイパス、60秒ルーパー他、数種類の機能を遠隔
で便利にフットコントロールできます。	EXP-1エクスプレッションペダルは、いずれのMustang	GTX	アンプでも
オプションとなりますが、Mustang	GTXの音量およびアンプ／エフェクトパラメーターを制御するデュアルモード		
デジタルペダルです。

4ボタン式	MGT-4	フットスイッチは、いずれのMustang	GTXアンプモデルでもオプションとなります。MGT-4
フットスイッチの使用方法は、オンラインにアップロードされている、Mustang GT Guitar Amplifier Expanded 
Owner’s Manual Rev. A (PN 7712493000)、またはMustang GT Guitar Amplifier Addendum to 
Expanded Owner’s Manual Firmware V2.0 (PN 7715279000)をご利用いただけます。

各ペダルは、アンプ背面パネルにある「FOOTSWITCH（フットスイッチ）」ジャックに接続して個別に使用でき、ま
た、チェイン接続すると、2種類のペダルの同時使用も可能でます。

GTX-7	フットスイッチには7つのボタンがあります	—	左上の「BANK	UP（バンクアップ）」ボタン、	右上の
「MODE/TUNER（モード／チューナー）」ボタン、	そして、ボトム側にある番号付きの5つのファンクション（機能）
ボタンです。	3つの	MODE（モード）	LEDが右上にあり、	5つのファンクションLEDは、各ファンクションボタンの上
に整列しています。	ディスプレイウィンドウは上部中央にあります。

A.	BANK	UP	（バンクアップ）ボタン:	グループ（バンク）は5つのプリセットで構成されていますが、隣接する前
後のグループへと移動します。

B.	ディスプレイウィンドウ:	現在使用中のフットスイッチ機能を表示します。	

C.	MODE（モード）	LED:	色分けされたLEDで、現在「PRESETS（プリセット）」	(赤色)、「EFFECTS（エフェク
ト）」	(アンバー)	、「LOOPER（ルーパー）」	(緑色)	のいずれのモードになっているかを表示します。

D.	MODE/TUNER（モード／チューナー）機能:		「PRESETS」「EFFECTS」および	「LOOPER」モードのいず
れかを選択します；	長押しするとチューナーモードになります。

E.	 ファンクションボタン／LED:	ナンバリングされた5つのボタンで、使用しているフットスイッチモードによ
り、Mustang	GTXのさまざまな機能をフットコントロールします。ファンクションボタンの上にある赤色の各LED
は、使用している機能を表示します。	

GTX-7	フットスイッチの機能
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GTX-7	フットスイッチには、3つのMustang	GTX	モードがあります—PRESETS（プリセット）、	EFFECTS（エフ
ェクト）	および	LOOPER（ルーパー）です。いずれか1つを選択するには、	フットスイッチの右上にあるMODE（モー
ド）ボタン	(D)を、MODE	LED	(C)の色を確認しながら、任意のモードになるまで繰り返し踏みます。

PRESETS（プリセット）	モード

プリセットモードでは、	GTX-7	フットスイッチを使用して、多数あるMustang	GTXのどんなプリセットにもアクセ
スできます。まず、モードボタンを、右側に「PRESETS」とラベリングされた赤色のモードLEDが点灯し、プリセット
モードが有効になるまで踏みます (下図緑色矢印)。 

GTX-7	フットスイッチがプリセットモードになると、プリセットは、"バンク"	と呼ばれる、5つずつの連続するグループ
として使用可能になり、バンク内の5つのプリセットは、ファンクションボタン1、2、3、4	および	5に順番に割り当て
られます。	後続のプリセット5つで構成されたバンクに変更するには、「BANK	UP（バンクアップ）」ボタン（下図青
色矢印）を使用して	"上"へ移動します。	前の5プリセットのバンクへと、"下方"に移動するには、「BANK	UP」ボタン
を長押しします。

使用したいプリセットを含むバンクにたどり着いたら、対応するファンクションボタン（下図黄色矢印）を踏んで、その
プリセットを選択します。使用したいプリセットを選択すると、赤色のファンクションLEDが点灯し、ディスプレイウィ
ンドウには使用しているプリセットが表示されます	 (下図参照、下図ではプリセット3が有効になっています）。

 
プリセットモードを有効にすると、GTX-7	フットスイッチは自動的に、MUSTANG	GTXのアンプでその時有効にな
っているプリセットに設定されます。	このプリセットは、プリセットが存在するバンク内の位置	(1、2、3、4	または	5)
に応じて、フットスイッチの対応するファンクションボタンに割り当てられます。	例えば、アンプがプリセット33番に設
定されていた場合、	プリセットモードのGTX-7	フットスイッチもプリセット番号33に設定され、プリセットはファンク
ションボタン3へ割り当てられます	(プリセット31、32、33、34	および	35が格納されたバンクの、3番目のプリセッ
トにあたるため）。

EFFECTS（エフェクト）	モード

「EFFECTS（エフェクト）	」モードでは、GTX-7	フットスイッチを使用して、Mustang	GTX	プリセット内の最初の5
つのエフェクトをオン／オフできます	(エフェクトモードのデフォルト、	または“ファーストファイブ”設定といいます)。	

まず、フットスイッチの「MODE（モード）」ボタン(次ページ図緑色矢印)を、「EFFECTS（エフェクト）」モードが有効に
なるまで踏みます；	"EFFECTS"のラベリングの右側に位置する	モードLEDがアンバー色に点灯し、ディスプレイウィ
ンドウに"EFF”	と表示されます (次ページの図を参照)。	有効になっているプリセットのエフェクトが、フットスイッチの
ファンクションボタンに割り当てられ	—		“FX1”、“FX2”、	“FX3”、	“FX4”および	“FX5”とラベリングされます	(下
図黄色矢印）。	エフェクトがオンになると、エフェクトが割り当てられたファンクションボタンの上にある、赤色のファン
クションLEDが点灯します。エフェクトをバイパスするには、対応するファンクションボタンを踏みます；	エフェクトおよ
び、対応する赤色のファンクションLEDがオフになります。	エフェクトを再度オンにするには、対応するファンクション
ボタンを再度踏みます。

GTX-7	フットスイッチ:	モード



プリセット内の最初のエフェクトから最大5つまでが、このようにして割り当てられます；	例えばエフェクトが2つだけ
のプリセットの場合は、下の例のように、ファンクションボタンの“FX1”	および	“FX2”に割り当てられます。

	

エフェクトモードには「category（カテゴリー）」設定もあり、5つのカテゴリーのエフェクトを、カテゴリーごとフット
スイッチのファンクションボタンに割り当てることが可能で、有効になっているプリセット内の、特定のタイプのエフェ
クトをまとめてオン／オフできます。	この設定では、	Stompbox（ストンプボックス）エフェクトはファンクションボタ
ン	FX1、モジュレーションエフェクトは	ファンクションボタン	FX2、	ディレイエフェクトはファンクションボタン	FX3
、	リバーブエフェクトはファンクションボタン	FX4、そして、フィルター+ピッチエフェクトは、ファンクションボタン	
FX5に割り当てられます。	ダイナミクス+EQエフェクトカテゴリーは、フットスイッチに割り当てることはできません
ので、ご注意ください。

このエフェクトモード設定を使用するには、アンプコントロールパネルのMENUユーティリティボタンを押し、	エン
コーダーを使用して「FOOTSWITCH（フットスイッチ）」メニューまでスクロールして、選択します:

エンコーダーを使用して、表示されている機器のメニューから	「GTX-7	(7-BUTTON)」	までスクロールして選択
し、エンコーダーを使用して「FX	ASSIGN（FX割り当て）」までスクロール、選択します：
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エフェクトが2つのプリセットの場合、エフェクトモードでは、 各エフェクトはそれぞれファンクションボタン FX1 および FX2に割り当てられま
す。 FX1 および FX2の上にある赤色のファンクションLED が点灯し、いずれのエフェクトもオンになっていることがわかります; いずれも、対

応するファンクションボタンを踏むとオフになります。

MENU
EQ & AMP SETTINGS

SETLIST

CLOUD PRESETS

TUNER

WiFi & BLUETOOTH

FOOTSWITCH

MGT-4 (4-BUTTON)

GTX-7 (7-BUTTON)
MENU

EXP-1 (EXPRESSION)

back

MENU

FX ASSIGN
LOOPER ON

back
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エンコーダーを使用してスクロールし、ディスプレイウィンドウに表示されている、「category（カテゴリー）」設定	"	
1.STMP	2.MOD	3.DLY"	を選択し、それからMENUユーティリティーボタンを押して、有効なプリセットへ戻りま
す：	

GTX-7	フットスイッチでは、	ストンプボックスエフェクトがファンクションボタン	FX1に、モジュレーションエフェクト
がファンクションボタン	FX2に、ディレイエフェクトはファンクションボタン	FX3、	リバーブエフェクトはファンクショ
ンボタン	FX4、そして、フィルター+ピッチエフェクトは、ファンクションボタン	FX5に割り当てられます;
それぞれ、指定のファンクションボタンを踏んでオン／オフできます。	ご注意ください、Mustang	GTXは、アンプリ
ファーの電源を一旦オフにした後、再度オンにした後も、エフェクトモードを	"記憶"	しています；	前述の、デフォルトで
ある	"ファーストファイブ"	設定に戻すには、	この章の手順を繰り返し、手順の最後で「FIRST	5	(DEFAULT)-ファー
スト5（デフォルト）」メニューオプションを選択してください。	

LOOPER（ルーパー）	モード

LOOPER（ルーパー）モードでは、ユーザーは最長60秒間のループを録音し、続くパートをオーバーダビングできま
す。	録音した大元のパートに、幾重にもオーバーダビングして重ねることができます；ただし、アンドゥできるのは最後
にオーバーダビングしたパートのみです。ループを録音するには、“LOOPER”	のラベリングのすぐ右側にあるモー
ドLEDが緑色に点灯し（下図参照）、「LOOPER（ルーパー）」モードが有効になるまで、	MODE（モード）ボタン	(下
図緑色矢印)を踏みます。
	
最初のパッセージの録音を開始するには、この用途のため"REC"とラベリングされたファンクションボタン1(下図
黄色矢印)を踏みます。このボタンの上にある赤色のファンクションLEDが点滅しはじめ、ディスプレイウィンドウ
に"REC"と表示され、ルーパーがレコーディングモードに入ったことが示されます；	60秒以内の、任意の長さのパッ
セージをプレイします	(下図参照)。

	
最初のパッセージをプレイし終えたら、"PLAY"とラベリングされたファンクションボタン3	(次ページの図の黄色矢
印)を踏んで、録音を終了しプレイバックを開始します。ファンクションボタン1の上にある、赤色ファンクションLED
の点滅が止まり、	ファンクションボタン3の赤色ファンクションLEDが点灯して、ディスプレイウィンドウには、プレイ
バックをあらわす"PLA"の文字が表示されます	(次ページの図を参照)。	プレイバックを停止するには、"STOP"とラ
ベリングされた、ファンクションボタン4 (次ページの図の緑色矢印）；ディスプレイウィンドウには"STP"と表示され
ます（図にはありません）。	

MENU

FIRST 5 (DEFAULT)

1.STMP 2.MOD 3.DLY



	
最初のパッセージのプレイを終了したら、ファンクションボタン2	(下図黄色矢印)を踏んでオーバーダブモードにし
ます。	ボタンの上の赤色ファンクションボタンが点滅し始め、ディスプレイウィンドウに、ルーパーがオーバーダブモ
ードになったことを示す"DUB"の文字が表示されて、最初に録音したパッセージの上に、2番目のパッセージを録音
できる状態になります	(オーバーダブモードは、最初のパッセージのプレイバック中にファンクションボタン2を踏む
ことでも、有効にできます）。	パッセージを必要に応じた回数オーバーダビングします。オーバーダブを録音したら、
ファンクションボタン3（下図緑色矢印）を踏み、録音した全パートのプレイバックを開始します；	プレイバックを終了
するには、ファンクションボタン4 （下図青色矢印）を踏みます。

	
最初のパッセージの録音、プレイバックや停止中に、必要に応じて、"UNDO"とラベリングされたファンクションボタ
ン5（下図黄色矢印）を踏むことで、録音をアンドゥできます。そうすると録音が停止し、ボタンの上の赤いファンクシ
ョンLEDが点灯し、ディスプレイウィンドウに、現在使用中のモードが表示されます（下図では「REC」）。オーバーダ
ブを追加した後では、アンドゥ機能は、最後に録音されたオーバーダブのみを取り消します；	その前にオーバーダブ
されたものは取り消せません。
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TUNER（チューナー）モード

GTX-7	フットスイッチは、ハンズフリーチューニングにも使用できます。まず、MODE（モード）ボタン (下図緑色
矢印)	を踏み、少しの間そのままホールドして、クロマチックチューナーを有効にすると、ディスプレイウィンドウ
に、鳴っているノートに一番近いピッチ名が表示されます。音程がフラットな場合は、その程度に応じて左側のフ
ァンクション	LED	1	および	2	が赤く点灯します；	音程がシャープな場合は、その程度に応じてファンクション	
LED	4	および	5	が赤く点灯します。ピッチが正しく合うと、中央のファンクションLED	3が赤く点灯します。	チ
ューニングが終了したら、いずれかのボタンを踏んで、チューナーモードを終了します。GTX-7	フットスイッチのチ
ューナーの使用中はスピーカー出力がミュートされますので、ご注意ください。
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GTX-7 フットスイッチのチューニング機能を有効にするには、モードボタン（緑色矢印）を踏み、少しの間ホールドします。この例では、 左
端のファンクションLED 1（黄色矢印）が点灯していることから、かなりフラットした“A” の音であることが表示されています。

この例では、ファンクションLED 4（黄色矢印）が点灯しており、少しシャープした “A”の音 となっています。

これは、中央のファンクションLED 3（黄色矢印）が点灯していることから、正確なピッチの“A” ノートです。 チューニング
が完了したら、いずれかのボタンを踏んで、フットスイッチチューナーモードを終了します。



	

EXP-1	エクスプレッションペダルは、マスター音量（ボリュームモード）、および
アンプとエフェクトの各種パラメーター（エクスプレッションモード）を制御でき
る、デュアルモードのフットコントローラーです。

ボリュームモードとエクスプレッションモードを切り替えるには、トウスイッチ（ペ
ダル上側）を踏みます。	使用中のモードは赤色および緑色のLEDで判別できま
す。	ボリュームモード—	緑色LED	—では、マスター音量を調節、またはオフにし
ます。	エクスプレッションモード	—	赤色LED—	では、ワウエフェクト周波数、モ
ジュレーションエフェクトのレートなど、Mustang	GTXの数あるエフェクトパラ
メーターをコントロールします。	

EXP-1をセットアップするには、まずアンプ背面フットスイッチジャックに接続し、アンプをオンにします。	ア
ンプの	MENUユーティリティボタンを押し、表示されたメニューをエンコーダーでスクロールし、「EXP-1	
SETUP（EXP-1	設定）」を選択します（下図参照）。

「PRESET	SETTINGS（プリセット設定）」または	「GLOBAL	SETTINGS（グローバル設定）」 (下図参照)のい
ずれかを選択する画面が表示されます;	エンコーダーを使って、一方を選択します。プリセット設定は、EXP-1を、任
意のプリセットの特定のアンプまたはエフェクトに割り当てる際に使用しますが、各アンプやプリセットに応じて、多
彩なパラメーターを編集することができます。	グローバル設定では、全プリセットに影響するパラメーターの編集
をおこないます。	各設定は以下に詳しく解説します。

プリセット設定

上述のとおり、	プリセット設定は、任意のプリセット内でEXP-1を特定のアンプまたはエフェクトに割り当てる際
に使用します。	まず、「PRESET	SETTINGS」の上でエンコーダーを押すと、	中央のシグナルパスレイヤーに、	
EXP-1に割り当て可能な、プリセット内のアンプおよびエフェクト（1度に1種類）が表示されます。	エンコーダーを
回してスクロールできます（下図参照）。

EXP-1	エクスプレッションペダル
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MENU

MGT-4 (4-BUTTON)

EXP-1 (EXPRESSION)

GTX-7 (7-BUTTON)

MENU

PRESET SETTINGS

GLOBAL SETTINGS

back

MENU

EXP-1 (PRESET)

VOL

VOL OFF GAIN

EXP PARAM HEEL TOE

’65
TWIN

back

EXP-1 プリセット設定では、EXP-1に割り当てるプリセット内アンプおよびエフェクトが、シグナルパスレイヤーに1つずつ表示されます； 
エンコーダーを回してスクロールします。 上の例では、’65 Twinアンプがハイライトされています。 



シグナルパスレイヤーでアンプまたはエフェクトをハイライトすると、下段コントロールレイヤーに、そのプリセット
で設定可能なEXP-1項目数種類が表示されます。	コントロールレイヤーボタンを押し、コントロールレイヤーに入
ります（下図参照）。

エンコーダーを回してスクロールし、「PARAMETER（パラメーター）」を選択すると、シグナルパスレイヤーに表示
されたアンプまたはエフェクトの、EXP-1のエクスプレッションモードで制御したいコントロールパラメーターを選
択可能になります（下図参照）。

選択すると、パラメーターボックスが青色から赤色に変わり、エンコーダーで別の各種コントロールパラメーターを
スクロール可能になります；	EXP-1ペダルで設定変更をおこなう、任意の項目でエンコーダーを押します（下図参
照）。	コントロール項目を選択すると、表示が青色から赤色になり、調節可能になります。	調節が完了したら、エンコ
ーダーを再度押すと、新規パラメーター値が確定し、コントロールは青色に戻ります。

パラメーター調整が完了したら、	「SAVE」ユーティリティボタンを押し、パラメーターに加えた変更を保存します	（
下図参照）。
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MENU

EXP-1 (PRESET)

OFF LEVEL

EXP PARAM HEEL TOE

GREEN
BOX

VOLUME

VOLUME

back

EXP-1にプリセット内の特定のエフェクトを割り当てるには、コントロールレイヤーボタン（黄色の矢印）を押して、パラメーター（PARAM)
設定を含む、エフェクトの項目にアクセスします。 図では、EXP-1でGreen Boxオーバードライブ ストンプボックスエフェクトを制御します。

MENU

EXP-1 (PRESET)

OFF

EXP PARAMETER HEEL TOEVOL

OFF LEVEL

GREEN
BOX

back

エンコーダー（黄色矢印）を使用して「PARAMETER」までスクロールすると 、 シグナルパスレイヤーでハイライトされているエフェクトの、
各種コントロールにアクセスできます。 図のGreen Box オーバードライブパラメーターの1つ「LEVEL」は、EXP-1に割り当て可能です。

MENU

EXP-1 (PRESET)

OFF

EXP PARAMETER HEEL TOE

OFF

VOL

LEVEL

GREEN
BOX

back

上図では、「LEVEL」の上でエンコーダーを押しています。 ボックスが青色から赤色に変わり、Green Boxオーバードライブエフェクトのパ
ラメーターが、EXP-1を使って変更できるようになったことを示します。

MENU

SAVE

EXP-1 (PRESET)

OFF

EXP PARAMETER HEEL TOE

OFF

VOL

LEVEL

GREEN
BOX

back



コントロールレイヤーには、ほかにも数種類のEXP-1	モードがあります。	エンコーダーで各種モードとそのオプション
をスクロール、選択します。	モードの詳細は以下の通りです：

ボリュームモード	(“VOL”):	EXP-1ボリュームモード（緑色LED）	のペダル機能をオフにします（下図参照）。

エクスプレッションモード	(“EXP”):	異なる3種類の割り当てができます。	「OFF（オフ）」は、EXP-1エクスプレッショ
ンモード	ペダル機能（赤色LED）をオフにします。	「VOLUME（音量）」は、EXP-1でマスター音量を調節できるよう設
定します（上記「ボリュームモード」	と同様）。	「AMP/FX（アンプ／エフェクト）」では、シグナルパスレイヤーに表示さ
れているアンプまたはエフェクトをEXP-1	で制御できるよう設定します。

HEEL（ヒール）／TOE（トウ）	モード:	ともに、制御するパラメーターの範囲を指定します。

LIVE（ライブ）	モード:	「ON」の時には、設定したパラメーターは、ペダルの位置と同一の値にだたちにジャンプするよ
う”命令”されます。	「OFF」の時には、ペダルが実際に動作を開始するまで、ペダルの初期ポジションは”無視”され、そ
の後は、ペダルのパラメーターと同期します。

BYPASS（バイパス）	モード:	「ON」にするとEXP-1のトウ	スイッチでエフェクトのバイパス	オン／オフ切り替えができます。	

REVERT（リバート）	モード:	「ON」にすると、トウスイッチでエクスプレッションモードからポリュームモードに切り替
えた時、設定パラメーターはプリセットに保存されている値に戻ります。

DEFAULT（デフォルト）	モード:	そのプリセットにおける	EXP-1の初期モード	（ボリュームまたはエクスプレッショ
ン）を設定します。	グローバル設定の機能である”MODE	SOURCE”（モードソース）が	"PEDAL"（ペダル）に設定さ
れていると、デフォルトモードよりもペダルが優先されます（次ページ ”グローバル設定” 参照）。
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MENU

EXP-1 (PRESET)

OFF GAIN

EXP PARAM HEEL TOE

’65
TWIN

VOLUME

VOLUME

back

この例では、シグナルパスレイヤーに表示されている’65 Twinで、EXP-1ボリュームモード ペダル機能をオフにするには、 まずコントロー
ルレイヤーボタンを押します。 コントロールレイヤーで「VOLUME」モードが自動的にハイライトされます。

「VOLUME」の上でエンコーダーを押します。ラベルボックスが青色から赤色に変わり、設定が変更可能になったことがわかります。 

MENU

EXP-1 (PRESET)

OFF GAIN

EXP PARAM HEEL TOE

’65
TWIN

VOLUME

VOLUME

back

MENU

EXP-1 (PRESET)

VOLUME

OFF GAIN

EXP PARAM HEEL TOE

’65
TWIN

OFF

SAVE

back

エンコーダー（黄色い矢印）を回して「OFF」にし、押して「OFF」設定を選択します。 シグナルパスレイヤーに表示されているアンプでの、EXP-1 ボリュ
ームモード ペダル機能はオフになり、ラベルボックスは青色に戻ります。 SAVEユーティリティボタン（緑色の矢印）を押し、変更を保存します。 



グローバル設定

先に述べた通り、グローバル設定では	EXP-1をすべてのプリセットに割り当てます。	まずMENUユーティリテ
ィボタンを押し、「EXP-1	SETUP（EXP-1設定）」までスクロールして、	エンコーダーを再度押し、「GLOBAL	
SETTINGS（グローバル設定）」までスクロールします（下図参照）。

「GLOBAL	SETTINGS」の上でエンコーダーを押します。	するとメニューで編集可能な3種のパラメーターが表
示されます。	「MODE	SOURCE（モードソース）」、「HEEL（ヒールボリューム）」	および	「TOE（トウボリューム）」	
です。	モードソースでは	「PRESET（プリセット）」と「PEDAL（ペダル）」のいずれかを選択します。	「PRESET」に
すると、EXP-1のモード（ボリュームまたはエクスプレッション）を、プリセット側で決定します（プリセット毎に変えら
れます）。	「PEDAL」に設定すると、	EXP-1のモードがプリセットの設定に優先し、現在のモード（ボリュームまたは
エクスプレッション）を継続します。	

エンコーダーを押し、その後回して「PEDAL」または「PRESET」を選択します。	ラベルボックスが青色から赤色に
変わり（下図参照）、エンコーダーを再度押して選択を決定すると、設定が確定するとともに、ラベルボックスは青色
に戻ります。

「HEEL（ヒールボリューム）」および	「TOE（トウボリューム）」は、ともにペダルで制御するボリュームの範囲を設定
します。	初期設定では範囲は1-10で、かかと側が一番下がった状態で1（音量なし）、つま先側が一番下がった状態
で10（フル音量）に設定されています。	この制御範囲は必要に応じ、ヒールボリュームコントロールで任意の最小
音量を、	トウボリュームコントロールで任意の最大音量を設定することで、変更可能です。		

エンコーダーを使ってスクロールし「HEEL」および「TOE」コントロールを選択します。	どちらも選択すると青色か
ら赤色に変わり、調節可能になります。	調整が終わったら、エンコーダーを再度押して、新規コントロール値を保護
すると、コントロールはまた青色に戻ります（下図参照）。

グローバル設定の変更は自動的に保存されます；	そのため別途「SAVE」の手順は不要です。
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MENU

GLOBAL SETTINGS

PRESET SETTINGS

back

MENU

EXP-1 (GLOBAL)

HEEL TOE

PRESET

MODE SOURCE

back

MENU

EXP-1 (GLOBAL)

MODE SOURCE HEEL TOE

PRESET

back



EQおよびアンプ設定

”EQおよびアンプ設定”は、グローバルEQ、ライン出力／USBゲイン、プリセットオーガナイザー、設定のリストアお
よび完全リストア、アンプ情報、など数種類の機能にアクセスできるメニューユーティリティです（28ページ参照）。
全機能は、MENUユーティリティボタンを押し、エンコーダーを使ってスクロールし、「EQ	&	AMP	SETTING（EQ
およびアンプ設定）」を選択することでアクセスできます。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

GLOBAL（グローバル）	EQ

「Global	EQ」（グローバルEQ）は	、「EQ	&	AMP	SETTINGS（EQおよびアンプ設定）」メニュー（28ページ参
照）にある、メニューユーティリティボタン機能で、異なる音響環境に合わせて、手軽にアンプ全体のレスポンスを調
節できる、複数のイコライゼーションカーブにアクセスできます。	これは特に、既にお気に入りの全プリセットが調節
済みの状態で、使用する場所が、明るめの音響、または低音がブーミーな部屋や、ホール、アウトドアエリアであると
判明した等の場合、大変便利です。		各プリセットや設定を一つ一つ再調整するよりも、素早く簡単に、異なる9つの
EQプロフィールのうちから、現在の音響環境に最も適したものをお選びいただけます。

この機能を有効にするには、MENUユーティリティボタンを押し（緑色矢印）、エンコーダーを「EQ	&	AMP	SET-
TINGS」までスクロールして選択し、それから「GLOBAL	EQ」を同様に選択します。	表示された9つのオプション（
下図および次ページ参照）をスクロールし、1つを選択します。	—トップエンドを弱める「BRIGHT	CUT	EQ（ブライ
トカットEQ）」、「FLAT	EQ（フラットEQ）」（EQを追加しない設定で、初期状態ではこれを選択すると良いでしょう）、
異なる2種類の「GUITAR	FOCUS（ギターフォーカス）」プロファイル、トップエンドを強調する2種類の「BRIGHT	
BOOST	EQ」（ブライトブーストEQ）プロファイル、	2種類の「LOW	CUT（ローカット）」プロフィールは低域レスポ
ンスをトリミング、	そして「LOW	VOLUME	BASS	BOOST（ローボリューム	ベースブースト」プロファイルでは低
音量設定において、ベースレスポンスの解像度を上げます(大きな音量でこのEQ設定を使用すると、低音が膨らん
だり、スピーカー歪みを生じる原因になります）。
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MENU

SETLIST

WIFI & BLUETOOTH

CLOUD PRESETS

FOOTSWITCH

EQ & AMP SETTINGS

TUNER 

アンプ設定機能にアクセスするには、まず ユーティリティボタンを押します。

エンコーダーで「EQ & AMP SETTINGS」までスクロールし 、選択します。

MENU

WIFI & BLUETOOTH

CLOUD PRESETS

FOOTSWITCH

TUNER 

EQ & AMP SETTINGS

SETLIST

MENU

WIFI & BLUETOOTH

CLOUD PRESETS

FOOTSWITCH

TUNER 

EQ & AMP SETTINGS

SETLIST

グローバルEQ機能にアクセスするには、まず「 MENU」ユーティリティボタンを押し、 
エンコーダーを使って「EQ & Amp Settings」までスクロールし、選択します。



ライン出力	／USBゲイン

「LINE	OUT/USB	GAIN（ライン出力／USBゲイン）」は、「EQ	&	AMP	SETTINGS（EQ	&	アンプ設定）」メニ
ュー（28ページ）のユーティリティボタン機能で、USBおよびライン出力の使用(38ページ)に関して、個別にゲイ
ンコントロールができます。アクセスするには、MENUユーティリティボタンを押し、エンコーダーで「EQ	&	AMP	
SETTINGS」までスクロールして選択した後、同様にして「LINE	OUT/USB	GAIN」を選択します。	エンコーダー
を使用し、新規USBゲイン値までスクロールおよび選択します。	

エンコーダーを使ってスクロールし「GLOBAL EQ」を選択します。

MENU

PRESET ORGANIZER

LINE OUT/USB GAIN

RESTORE ALL

ABOUT THIS AMP 

RESTORE SETTINGS

GLOBAL EQ

BRIGHT CUT back

MENU

FLAT EQ

GUITAR FOCUS 1

GUITAR FOCUS 2

BRIGHT BOOST 1

エンコーダーを回して、9つのグローバルEQオプションのうち任意のものまでスクロールします。 

MENU

BRIGHT CUT back

FLAT EQ

GUITAR FOCUS 1

GUITAR FOCUS 2

BRIGHT BOOST 1

エンコーダーを押して、グローバル EQオプションを1つを選択します。
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MENU

PRESET ORGANIZER

RESTORE ALL

ABOUT THIS AMP 

RESTORE SETTINGS

GLOBAL EQ

LINE OUT/USB GAIN

MENU
LINE OUT AND USB GAIN

+6.5

back
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PRESET	ORGANIZER（プリセットオーガナイザー）

「PRESET	ORGANIZER（プリセットオーガナイザー）」は、「EQ	&	AMP	SETTINGS（EQおよびアンプ設定）」
のメニューユーティリティボタン機能（28ページ）で、	プリセットの位置を移動したり、プリセットのリストから消去し
たりできます。	この機能ではまた、リストの全プリセットを工場出荷時の状態にリストアもおこないます。

任意のプリセットを、プリセットリストの別の位置へ移動するには、MENUユーティリティボタン（緑色矢印）を押し
ます。そしてエンコーダーを使って「EQ	&	AMP	SETTINGS」までスクロールして選択し、それから	同様にして
「PRESET	ORGANIZER」を選択します。エンコーダーを使用して「MOVE	PRESET（プリセットの移動）」	(下図
参照)を選択します。

エンコーダーを使って、位置を移動するプリセットまでスクロールし、選択します；	プリセットのボックスが青色からア
ンバー色に変わります。エンコーダーを回して選択したプリセットの位置を変更します；	プリセットの新規位置でエン
コーダーを押して配置すると、ボックスが青色に戻ります (下図参照)。

MENU

WIFI & BLUETOOTH

CLOUD PRESETS

FOOTSWITCH

TUNER 

EQ & AMP SETTINGS

SETLIST

MENU
RESTORE ALL

ABOUT THIS AMP 

RESTORE SETTINGS

GLOBAL EQ

LINE OUT/USB GAIN

PRESET ORGANIZER

MENU

MOVE PRESET

CLEAR PRESET

RESTORE PRESETS

back

back

MENU

6 - BASIC ACOUS>

8 - BASIC FBE-1>

9 - HELL’S GATE

7 - BLUES 1951

5 - AMBIENT WAS>

back

MENU

14 - IRISH ANTH>

16 - BEANTOWN F>

17 - METAL RHYT> 

15 - BLUES 1951

13 - BASIC IIC+>
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プリセットリストから任意のプリセットを消去するには、MENUユーティリティボタンを押し、エンコーダーで「EQ	&	AMP	
SETTINGS」までスクロールして選択し、同様にして「PRESET	ORGANIZER（プリセットオーガナイザー）」を、前ページ
でも記述されているように、選択します。		それからエンコーダーで「CLEAR	PRESET（クリアプリセット）」（下図参照）まで
スクロールし、選択します。

選択したプリセットのボックスが、赤色に表示されます。エンコーダーを使って、消去するプリセットまでスクロールし
ます；ハイライトされたプリセットの上でエンコーダーを押し、消去します。	プリセットを消去する前に、「YES（実行）」		
か「NO（実行しない）」いずれかの選択と、また実行するとセットリストに影響がある旨の注意が書かれた、確認画面が
表示されます。	エンコーダーを「YES」の上で押して選択すると、プリセットが消去され、ナンバリングされたスロット
が「EMPTY（空）」と表示されます(下図参照)。	「NO」（図なし）を選択しすると、前画面に戻ります。

プリセットリスト全体を工場出荷時の状態にリストアするには、前述の要領で「PRESET	ORGANIZER（プリセットオーガ
ナイザー）」メニューに入り、	エンコーダーで「RESTORE	PRESETS（プリセットのリストア）」（下図参照）までスクロール
して、選択します。	「YES/NO（実行／実行しない）」確認画面が、上に述べたのと同様に表示されます。	「YES」を選択する
と、ファクトリープリセットが再読み込みされ、アンプの電源をオフにしてから、再起動する必要があります。	「NO」を選択す
ると、前画面に戻ります。

MENU

MOVE PRESET

CLEAR PRESET

RESTORE PRESETS

back

back

MENU

11 - BASSBREAKE>

13 - SYNTH WIZ

14 - BASIC IIC+>

12 - BREATHE

10 - PURPLE RAI>

MENUNO

YES

CLEAR
“12 - BREATHE”?

WARNING: THIS MAY AFFECT SETLIST(S)

back

MENU

11 - BASSBREAKE>

13 - SYNTH WIZ

14 - BASIC IIC+>

12 - EMPTY

10 - PURPLE RAI>

MENU

MOVE PRESET

CLEAR PRESET

RESTORE PRESETS

back



設定のリストア	および	完全リストア

「RESTORE	SETTINGS（設定のリストア）」および	「RESTORE	ALL（完全リストア）」は、「EQ	&	AMP	
SETTINGS（EQおよびアンプ設定）」（28ページ）のメニューユーティリティボタン機能です。	これらを実行すると、
素早く簡単にファクトリープリセットおよびアンプリファー設定を復元できます。実行するには、まずMENU（メニュ
ー）ユーティリティボタンを押し、エンコーダーで「EQ	&	AMP	SETTINGS」までスクロールして、選択します。	ス
クロールし、オプションのいずれかを選択します—「RESTORE	SETTINGS（設定のリストア）」は、工場出荷時のア
ンプ設定のみを、	「RESTORE	ALL（完全リストア）」は工場出荷時のアンプ設定とプリセット（下図参照）が対象で、
エンコーダーで各オプションの「YES/NO」（図なし）のいずれかにスクロールし、選択します。

「RESTORE	ALL（完全リストア）」機能は、「ファームウェアアップデートおよび工場出荷状態へのリストア」の項	
(60ページ)でも詳述している、スタートアップオプションとしてもアクセスできます。	ディスプレイウィンドウの、丸
で囲った「X」マークに対応する「PRESET	LAYER（プリセットレイヤー）」ボタンを押すと、	各メニューを終了しま
すので、ご留意ください。

MENU

RESTORE SETTINGS

CLOUD LOGOUT

RESTORE ALL

LINE OUT/USB GAIN

LINE OUT OPTIONS

back

エンコーダーでスクロールし、3つの 「Amp Settings（アンプ設定）」 オプションのいずれかを選択します。

MENU

PRESET ORGANIZER

RESTORE ALL

ABOUT THIS AMP 

RESTORE SETTINGS

GLOBAL EQ

LINE OUT/USB GAIN

エンコーダーでスクロールして「RESTORE SETTINGS（設定のリストア）」または 
「RESTORE ALL（完全リストア）」 を選択します（上の例で図示）。
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クラウドプリセット

”クラウドプリセット”はメニューユーティリティボタン機能（28ページ）で、この機能により、アンプ内のプリセット以
外の、フィーチャードプリセット、アーティストプリセットほか、多種多様なプリセットの世界にアクセスできます。	アン
プリファーのWiFi接続を通じて、クラウドに保存されているFenderプリセットをプレビュー、プレイ、ダウンロードお
よびシェアでき、それにより、	Mustang	GTXの創造可能性がぐっと広がります。

クラウドプリセットを使用するには、まずMENUユーティリティボタンを押し（緑色矢印）、表示されたメニューをエン
コーダーを使って「CLOUD	PRESETS」（クラウドプリセット）までスクロールし、選択します。	

メニューから「CLOUD	PRESETS」を選択したら、ディスプレイウィンドウの指示にしたがい、ログインコードを入力
します。	ログインコードは	tone.fender.com	で「Set	Up	Amp（アンプのセットアップ）」（下図参照）をクリック
すると、オンラインで発行されます。	コードを入力する必要があるのは1度だけです；	1度コードを入力すれば、ログ
イン状態が持続します。	エンコーダーを使って、コードの各文字を入力します（6ページ参照）。
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MENU

WIFI & BLUETOOTH

FOOTSWITCH

TUNER 

EQ & AMP SETTINGS

SETLIST

CLOUD PRESETS

このアンプについて

「ABOUT	THIS	AMP（このアンプについて）」は「EQ	&	AMP	SETTINGS（EQおよびアンプ設定）」のメニュー
ユーティリティボタン機能（28ページ）で、アンプの現在のファームウェアバージョンを表示します。	この情報を表示
するには、MENUユーティリティボタン（下図緑色矢印）を押し、エンコーダーを使って「EQ	&	AMP	SETTINGS」
までスクロールして選択した後、同様の手順で	「ABOUT	THIS	AMP」を選択します。

「ABOUT	THIS	AMP」を選択すると、ディスプレイウィンドウにアンプモデルおよびファームウェアバージョン情
報が表示されます（下図参照）。

MENU

PRESET ORGANIZER

LINE OUT/USB GAIN

RESTORE ALL

ABOUT THIS AMP 

RESTORE SETTINGS

GLOBAL EQ

MENU

     MODEL: GTX100

  VERSION: 1.0.59

BASE VER: 1.0.38

back

MENU

To enable cloud presets,
go to tone.fender.com
and “Set Up Amp”
Enter the code provided below:



ログインしたら、エンコーダーを使用して、クラウドプリセットカテゴリーを閲覧します（下図参照）。

エンコーダーを任意のクラウドプリセットカテゴリーの上で押し、選択すると、プリセットのリストが表示されるのでス
クロール（下図黄色矢印）します。	ハイライトしたプリセットが自動的に再生／プレビューされます。	ハイライトした
プリセットをアンプに追加するには、SAVEユーザーユーティリティボタン（緑色矢印）を押します。

ハイライトしたクラウドプリセットを上記の手順でアンプに保存する前に、個別の内容の閲覧または編集を行うには、
プリセットの上でエンコーダーを押します (下図参照)。

 
 
 
アンプへの保存前に、クラウドプリセットを閲覧、編集する際、ディスプレイウィンドウに、プリセットの内容が、緑色の
クラウドマークを伴って表示されます（内蔵プリセットでプリセット番号が表示される場所）。緑色のクラウドマーク
は、プリセットがクラウドプリセットで、まだアンプに保存されていないことを意味します。	クラウドプリセットは、内蔵
プリセットと同様に編集できます。	編集が完了したら、SAVEユーティリティボタンを押し、編集したクラウドプリセッ
トをアンプに保存します。	クラウドプリセットを選択中に、ユーザーがその前後のプリセットへスクロールすると、そ
のクラウドプリセットはまだアンプに保存されていないため、消えてしまいます（下図参照）。	
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MENU

SAVE

FENDER PRESETS

BRITISH STEEL

MEANER STREETS

SCO’S FIELD

BASIC TREMOLO

BRITISH INVASION

80’s
BRITISH

LARGE
PLATE

MSTR

OVER
DRIVE

BRITISH STEEL

MENU

SAVE

MENU

SAVE

FENDER PRESETS

BRITISH STEEL

MEANER STREETS

SCO’S FIELD

BASIC TREMOLO

BRITISH INVASION

MENUFENDER PRESETS

ARTIST SIGNATURE

FEATURED
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プリセットおよびセットリストのバックアップ／リストア
Mustang	GTX	には、クラウドベースのプリセットおよびセットリスト	バックアップシステムがあり、いずれもFender	
Tone™	アプリを使用します。	この機能を使用するには「Fender	Connect（フェンダーコネクト）」アカウントが必要です	
(Fender	Connectアカウントは、		Fender	ウェブサイト		fender.com	の画面右上にある「Sign	In（サインイン）」をク
リックするか、	Tone	アプリの設定画面で「My	Account（マイアカウント）」をタップします。

プリセットおよびセットリストのバックアップ

全プリセットおよびセットリストをクラウドにバックアップするには、まず	Fender	Toneに接続しアプリを開きます。アプリ
で、画面下部にある「SETTINGS（設定）」メニューに行き、「BACKUP/RESTORE（バックアップ／リストア））を選択し
ます:

	
	
	
	
	

最初にバックアップが作成されると、「CREATE	A	BACKUP（バックアップを作成）」を選択するよう促されるので、そうした
らバックアップ名を入力します:

バックアップ名を入力すると、警告画面で、「OK	BACKUP	NOW（はい、すぐバックアップ実行）」	「CANCEL（キャンセ
ル）」のいずれかを選択するよう促されます:
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「OK	BACKUP	NOW」を選択すると、「BACKUP	IN	PROGRESS（バックアップ実行中）」および	「BACKUP	
SUCCESSFUL（バックアップ成功）」画面が表示され、全プリセットおよびセットリストがバックアップされたことを
通知します。	そうしたら「DONE（完了）」を選択します:

代わりに	「BACKUP	FAILED（バックアップ失敗）」画面が表示されることがありますが、	その場合は「TRY	
AGAIN（再試行）」「CONTACT	SUPPORT（サポートに連絡する）」を選択する画面が表示されますので、	「TRY	
AGAIN」か「CONTACT	SUPPORT」のいずれかを選択します（後者を選択すると、Fenderウェブサイトの、Tone
アプリ	サポートポータルへと誘導されます）。「TRY	AGAIN」を選択した後、再度バックアップに失敗した場合は、
「BACKUP	FAILED」画面が表示されるので、	「CONTACT	SUPPORT」を選択してFenderウェブサイトの
Toneアプリサポートポータルへ行くか、または「GOT	IT（了解）」を選択して、「BACKUP/RESTORE（バックアッ
プ／リストア）」画面に戻ります：	
	

バックアップは、日付と時間でクラウドに記録されます；このログはFender	Toneアプリで閲覧できます。	右上の
「edit（編集）」	シンボル（緑色矢印）を選択すると、バックアップは削除されます；ご注意ください、この動作を実行
すると、バックアップログからだけでなく、クラウドからバックアップが削除されます。	そして最初のバックアップの後
に、後続のバックアップを作成した場合、「CREATE	A	BACKUP（バックアップを作成）」ボタンは、右上の「+」シン
ボル（黄色矢印）に置き換えられます：

Amazing backup Amazing backup
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プリセットおよびセットリストのリストア／削除

クラウドにおいて、プリセットおよびセットリストをリストアまたは削除する場合、Fender	Toneアプリに接続し、アプ
リを開きます。アプリで、	「SETTINGS（設定）」メニューへ行き、		「BACKUP/RESTORE（バックアップ／リスト
ア）」を押します:

作成済のバックアップのリストが表示されます；リストからリストアするものを選択します。バックアップの詳細を表示
する画面が表示されます；「RESTORE（復元）」または	「DELETE（削除）」を選択します：

「RESTORE」を選択した場合、万全を期すために、警告画面が2度続けて表示されるので、「RESTORE」または	
「CANCEL」を、さらに2度選択してください：

Amazing backup

Amazing backup
Amazing backup
Amazing backup

Amazing backup

Amazing Backup
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両警告画面で「RESTORE（復元）」	を選ぶと「RESTORE	IN	PROGRESS（復元実行中）」および「RESTORE	
SUCCESSFUL（復元成功）」、画面が表示されます；	そうしたら「DONE（完了）」を選択し、アンプリファーを再起動
します：

代わりに、「RESTORE	FAILED（復元失敗）」画面が表示される場合もあり、すると	「TRY	AGAIN（再試行）」ま
たは「CONTACT	SUPPORT（サポートに連絡する）」のいずれかを選択するよう促されます(後者を選択する
と、Fenderウェブサイトの、Toneアプリ	サポートポータルへと誘導されます)。「TRY	AGAIN（再試行）」を選択し、
再度リストアに失敗した場合は、再度「RESTORE	FAILED」画面が表示されるので、	「CONTACT	SUPPORT」
を選択してFenderウェブサイトのToneアプリサポートポータルへ行くか、または「GOT	IT（了解）」を選択して、
「BACKUP/RESTORE（バックアップ／リストア）」画面に戻ります：	

「DELETE（削除）」を選択した場合も、上述と同様の手順となります	—	「DELETE」警告画面が表示され、続いて
「DELETE	IN	PROGRESS（削除実行中）」画面が表示されます。		「DELETE	SUCCESSFUL（削除成功）」画
面が表示された場合は「DONE（完了）」を押しますが、「DELETE	FAILED（削除失敗）」画面の場合もあります。	
削除に失敗した場合、あと2回試行できます；もしそれでも失敗したら、上述の「CONTACT	SUPPORT（サポート
に連絡）」または「GOT	IT（了解）」オプションを選択します。

Amazing Backup



ファームウェアアップデートおよび工場出荷状態への復元
”はじめに”の項に記載されている通り、	Mustang	GTXの操作性向上や機能拡張等のため、定期的にファームウェ
アアップデートをご確認くださるようお願いします。	Mustang	GTXのファームウェアをアップデートするには、エン
コーダー（下図黄色矢印）を5秒間長押ししながら、アンプリファーの電源をオンにしにして、アンプをWiFiアップデー
トモードにします。

ディスプレイウィンドウに、Mustang	GTXの最新ファームウェアアップデートの検索状況、続いてファームウェアの
ダウンロード進捗状況が表示されます（下図参照）。

ダウンロードが完了すると、ディスプレイウィンドウに、Mustang	GTXのファームウェアアップデートが実行中であ
ることが表示され、続けてファームウェアアップデートの完了を通知し、アンプの再起動を促す表示が出ます	（下図
参照）。

60

SEARCHING FOR UPDATES... DOWNLOADING UPDATES...

APPLYING UPDATES...

AMPLIFIER UPDATE COMPLETE
PLEASE RESTART YOUR AMP



ファームウェアアップデート実行の際、アップデートが開始できないケースが3つあります。	その場合、ディスプレイ
ウィンドウに、「WIFI	NOT	CONFIGURED	（Mustang	GTXのWiFi接続が確立していない）」「NO	UPDATES	
AVAILABLE（利用できるアップデートがない）」「AMPLIFIER	UPDATE	SERVER	IS	UNREACHABLE（アン
プリファーのアップデートサーバーにアクセスできない）」等と表示されます（下図参照）。	

上記のファームウェアアップデートに加え、Mustang	GTXには	ユーザー自身で実行できる、工場出荷状態復元機
能を含む、いくつかのスタートアップモードがあります。	詳しくは次の通りです。

RESTORE	ALL（すべてを復元）:	アンプの最新のファームウェアアップデートに含まれる、プリセットおよびアンプ
設定を工場出荷状態に復元するには、プリセットレイヤーボタン（下図緑色矢印）を5秒間長押ししながら、アンプの電
源を入れます。	この機能には、「RESTORE	ALL（完全リストア）」にある、「EQ	&	AMP	SETTINGS」メニュー（53
ページ）からもアクセスできます。

WIFI	UPDATE/RESTORE	ALL（WiFiアップデート／すべてを復元）:	ファームウェアアップデートと上のス
タートアップオプション(すべてを復元)を上から直接、同時におこなうには、エンコーダーとプリセットレイヤーボタン
を同時に5秒間長押ししながら、アンプリファーの電源をオンにします（下図青色矢印）。

FORCE	UPDATE（強制アップデート）:	Mustang	GTXのアップデート手順の中で、先に例示したような問題が
生じた場合、	エンコーダーとシグナルパスレイヤーボタンを同時に5秒間長押ししながら、アンプリファーの電源を
オンにすることで、「Force	Update（強制アップデート）」モードを開始できます（下図紫色矢印）。

RECOVERY（リカバリー）:	プリセットを含む、元のファームウェアバージョンをリカバーする場合（54ページ”この
アンプについて”参照）、プリセットレイヤーボタンと「X	FX」ユーティリティボタンを5秒間同時に長押ししながら、ア
ンプリファーの電源をオンにします（下図赤色矢印）。
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FENDER	TONE™	アプリ
Mustang	GTアンプリファーの究極の相棒アプリである、Fender	Toneアプリは、Apple	App	Store	
(iPhone)およびGoogle	Play	Store	(Android)で無料でダウンロードできます。	Fender	Tone	をお使いいた
だくと、Mustang	GTXの既存の機能を便利に制御できることに加え、	Fenderおよび	Fender	Toneユーザーコ
ミュニティで、追加コンテンツにアクセスできます。	たとえば：	

•	 プリセットの検索、ナビゲーション、フィルタリングおよびセレクション
•	 新規プリセットの作成およびシェア
•	 プリセットの信号パス編集、並べ替え、追加および削除
•	 アンプおよびエフェクトモデルのパラメーター調節
•	 Fender	のオフィシャルプリセット、アーティスト	シグニチャープリセット、プレイヤープリセット、ジャンルプリセッ
トほかの閲覧、検索およびダウンロード

•	 セットリストの作成、セレクションおよび管理（個人的なプリセットグループ）
•	 ユーザーアカウントの管理、製品登録、WiFi設定および	Bluetooth設定	
•	 EQ設定の調整	
•	 チューナー機能	

詳しくは	fender.com/ToneMobile	をご覧ください。
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仕様
Mustang	GTX50
型式 PR	5748
所要電力 118	ワット
出力 50	ワット
入力インピーダンス 1MΩ	(ギター)										18kΩ	(aux)
スピーカー 12インチ	Celestion®	G12P-80	(8Ω)	1基
フットスイッチ 7ボタン式	GTX-7	(別売り、部品番号	0994072000)
 4ボタン式	MGT-4	(別売り、部品番号	0994071000)
 EXP-1	エクスプレッションペダル	(別売り、部品番号	2301050000)
フィッテドアンプカバー 別売り	(部品番号	7717475000)	
サイズおよび重量 幅:	48.9	cm									高さ:	43.2	cm									奥行き:	22.8	cm										重量:	8.8	kg
部品番号 2310600000	(120V)	NA	 2310605000	(220V)	ARG	 2310608000	(220)	CN
	 2310601000	(110V)	TW	 2310606000	(230V)	EU	 2310609000	(220V)	ROK
	 2310603000	(240V)	AU	 2310607000	(100V)	JP	 2310613000	(240V)	MA
	 2310604000	(230V)	UK

Mustang	GTX100
型式 PR	5749
所要電力 300	ワット
出力 100	ワット
入力インピーダンスE 1MΩ	(ギター)										18kΩ	(aux)
スピーカー 12インチ	Celestion®	G12FSD-100	(4Ω)	1基
フットスイッチ 7ボタン式		GTX-7	(付属、部品番号	0994072000)
 4ボタン式		MGT-4	(別売り、部品番号	0994071000)
 EXP-1	エクスプレッションペダル	(別売り、部品番号	2301050000)
フィッテドアンプカバー 別売り	(部品番号	7717476000)
サイズおよび重量 幅:	53.3	cm									高さ:	45.7	cm										奥行き:	25.3	cm									重量:	10	kg
部品番号 2310700000	(120V)	NA	 2310705000	(220V)	ARG	 2310708000	(220)	CN
	 2310701000	(110V)	TW	 2310706000	(230V)	EU	 2310709000	(220V)	ROK
	 2310703000	(240V)	AU	 2310707000	(100V)	JP	 2310713000	(240V)	MA
	 2310704000	(230V)	UK

製品の仕様は予告なく変更になる場合があります。
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部件名称

本表格依据 SJ/T 11364 的规定编制。
 O： 表示该有毒有害物质在该部件所有均质材料中的含量均在 GB/T 26572 规定的限量要求以下。
 X： 表示该有毒有害物质至少在该部件的某一均质材料中的含量超出 GB/T 26572 规定的限量要求。
注： 含有有害物质的部件由于全球技术发展水平限制而无法实现有害物质的替代。

*产品含有喇叭单元时有效。

箱体
喇叭单元*
电子部分
接线端子
电线
附件

有害物质
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